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一
　
異
人
の
齎
し
た
文
学

（
一
）
河
内
里
土
中
下
。
右
、
由
川
為
名
。
此
里
之
田
不
敷
草
下
苗
子
。
所
以
然
者
、
住
吉
大
神
上
坐
之
時
、

食
於
此
村
。
爾
、
従
神
等
、
人
苅
置
草
解
散
為
坐
。
爾
時
草
主
大
患
訴
於
大
神
、
判
云
汝
田
苗
者
、
必
雖
不
敷

草
、
如
敷
草
生
。
故
、
其
村
田
于
今
不
敷
草
作
苗
代
。
（
播
磨
風
土
記
）

（
二
）
復
有
兄
磯
城
軍
。
布
満
於
磐
余
邑
。
磯
。
此
云
志
。
賊
虜
所
拠
、
皆
是
要
害
之
地
。
故
道
路
絶
塞
無
処

可
通
。
天
皇
悪
之
。
是
夜
自
祈
而
寝
。
夢
有
天
神
訓
之
曰
、
宜
取
天
香
山
社
中
土
香
山
。
此
云
个
遇
夜
摩
。
以

造
天
平
※
八
十
枚
平
※
。
此
云
毘
羅
个
。
并
造
厳
※
、
而
敬
‐
祭
天
神
地
祇
。
厳
※
。
此
云
怡
途
背
。
亦

為

厳

咒
詛





。
如
此
則
虜
自
平
伏
矣
。
厳
咒
詛
。
此
云
怡
途
能
伽
辞
離
。
天
皇
祇
‐
承
夢
訓
、
依
以
将
行
。
時
弟
猾
又

奏
曰
、
倭
国
磯
城
邑
有
磯
城
八
十
梟
帥
。
又
、
高
尾
張
邑
或
本
云
、
葛
城
邑
。
有
赤
銅
八
十
梟
帥
。
此
類
皆
欲

与
天
皇
距
戦
。
臣
窃
為
天
皇
憂
之
。
宜
今
当
取
天
香
山
埴
、
以
造
天
平
※
、
而
祭
天
社
国
社
之
神
、
然
後
撃
虜

則
易
除
也
。
天
皇
既
以
夢
辞
為
吉
兆
。
及
聞
弟
猾
之
言
。
益
喜
於
懐
。
乃
使
椎
根
津
彦
著
弊
衣
服
及
蓑
笠
、
為

老
父
貌
。
又
使
弟
猾
被
箕
為
老
嫗
貌
、
而
勅
之
曰
、
宜
汝
二
人
到
天
香
山
、
潜
取
其
巓
土
。
而
可
来
旋
矣
。
基

業
成
否
、
当
以
汝
為
占
。
努
力
慎
焉
。
是
時
、
虜
兵
満
路
難
以
往
還
。
時
椎
根
津
彦
乃
祈
之
曰
、
我
皇
当
能
定

此
国
者
、
行
路
自
通
。
如
不
能
者
、
賊
必
防
禦
。
言
訖
径
去
。
時
群
虜
見
二
人
。
大
咲
之
曰
。
大
醜
乎
大
醜
。
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此
云
鞅
奈
瀰
※
勾
。
老
父
老
嫗
。
則
相
与
闢
道
使
行
。
二
人
得
至
其
山
、
取
土
来
帰
、
於
是
天
皇
甚
悦
。
乃
以

此
埴
、
造
作
八
十
平
※
・
天
手
抉
八
十
枚
手
抉
。
此
云
多
衢
餌
離
。
厳
※
、
而
陟
于
丹
生
川
上
。
用
祭
天
神
地

祇
。
則
於
彼
菟
田
川
之
朝
原
、
譬
如
水
沫
而
有
所
咒
著













也
。
（
神
武
紀
）

（
三
）
故
大
国
主
神
、
坐
出
雲
之
御
大
之
御
前
時
、
自
波
穂
、
乗
天
之
羅
摩
船
而
。
内
剥
鵝
皮
剥
為
衣
服
、
有

帰
来





神
。
爾
雖
問
其
名
、
不
荅
。
且
雖
問
所
従
之
諸
神
、
皆
白
不
知
。
爾
多
邇
具
久
白
言
、
自
多
下
四
字
以
音

此
者
久
延
毘
古
必
知
之
。
即
召
久
延
毘
古
問
時
、
荅
白
、
此
者
神
産
巣
日
神
之
御
子
、
少
名
毘
古
那
神
。
自
毘

下
三
字
以
音
故
爾
白
上
於
神
産
巣
日
御
祖
命
者
。
荅
告
此
者
実
我
子
也
。
於
子
之
中
。
自
我
手
俣
久
岐
斯
子
也
。

自
久
下
三
字
以
音
故
与
汝
葦
原
色
許
男
命
、
為
兄
弟
而
、
作
堅
其
国
。
故
自
爾
、
大
穴
牟
遅
与
少
名
毘
古
那
二

柱
神
、
相
並
、
作
堅
此
国
。
然
後
者
、
其
少
名
毘
古
那
神
者
、
度
于
常
世
国
也
。
故
顕
白
其
少
名
毘
古
那
神
、

所
謂
久
延
毘
古
者
、
於
今
者
山
田
之
曾
富
騰
者
也
。
此
神
者
、
足
雖
不
行
、
尽
知
天
下
之
事
神
也
。
於
是
大
国

主
神
愁
而
、
告
吾
独
何
能
得
作
此
国
。
孰
神
与
吾
能
相
作
此
国
耶
。
是
時
有
光
海
、
依
来
之
神
。
其
神
言
、
能

治
我
前
者
、
吾
能
共
与
相
作
成
。
若
不
然
者
、
国
難
成
。
爾
大
国
主
神
曰
、
然
者
、
治
奉
之
状
奈
何
。
荅
言
吾



者
伊
都
岐
奉







于
倭
之
青
垣
東
山
上
。
此
者
坐
御
諸
山
上
神
也
。
（
神
代
記
）

数
限
り
な
く
あ
る
類
型
の
ほ
ん
の
一
例
と
し
て
、
右
の
三
種
の
文
献
を
引
い
て
、
我
々
の
国
の
文
学
の
歴
史
の

話
の
出
発
点
を
作
つ
て
見
よ
う
と
思
ふ
。
我
々
の
住
む
国
土
に
対
し
て
、
他
界
が
考
へ
ら
れ
、
其
処
の
生
活
様

4日本文学の発生



式
が
、
す
べ
て
、
此

土

の
事
情
と
正
反
対
の
形
な
る
も
の
と
考
へ
て
ゐ
た
。
其
最






著
し
い
の
は
、
我
々
の
祖
先

が
、
起
原
を
つ
く
つ
た
と
考
へ
て
ゐ
る
文
学
そ
の
も
の
が
、
そ
の
祖
先
自
身
の
時
代
に
は
、
そ
れ
が
悉
く
空
想

の
彼
岸
の
所
産
で
あ
る
と
、
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
の
彼
此
両
岸
国
土
の
消
息
を
通
じ
る
こ
と

を
役
と
す
る
者
が
考
へ
ら
れ
、
其
齎





す
詞
章
が
、
後
々
、
文
学
と
な
る
べ
き
初
め
の
こ
と
ば
な
の
で
あ
つ
た
。

週
期
的
に
、
こ
の
国
を
訪
づ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
の
世
の
春
を
廻
ら
し
、
更
に
天
地
の
元





に
還
す
異
人
、

又
は
其
来
る
こ
と
珍



な
る
が
故
に
、
ま
れ
び
と
と
言
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
異
人
の
齎
す
詞
章
が
宣
せ
ら
れ
る

と
共
に
、
そ
の
詞
章
の
威
力
　
　
そ
れ
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
発
言
者
の
霊
力
の
信
仰
が
変
形
し
た
と
こ
ろ
の
　
　

に
依
つ
て
、
か
う
し
た
威
力
を
持
つ
も
の
と
信
じ
ら
れ
た
為
に
、
長
く
保
持
せ
ら
れ
、
次
第
に
分
化
し
て
、
結

局
文
学
意
識
を
生
じ
る
に
至
つ
た
の
だ
。

扨


、
そ
の
異
人
の
住
む
と
せ
ら
れ
た
彼
岸
の
国
は
、
我
々
の
民
族
の
古
語
で
は
、
す
べ
て
と
こ
よ
　
　
常
世
又

は
常
夜
　
　
と
称
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
常
世
な
る
他
界
は
、
完
全
に
此
土
の
生
活
を
了
へ
た
人
々
の
魂
が
集

中
　
　
所
謂
つ
ま
る
　
　
し
て
生
き
て
ゐ
る
、
と
信
じ
ら
れ
て
ゐ
た
。
さ
う
し
て
、
此
常
世
と
幾
分
違
つ
た
方

向
に
岐
れ
て
行
つ
た
と
思
は
れ
る
夜
見
の
国
に
、
黄
泉
大
神









を
考
へ
た
如
く
、
さ
う
し
た
魂
の
う
ち
に
、
最
威

力
あ
る
も
の
を
も
考
へ
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。
而
も
、
対
照
的
に
思
惟
し
、
発
想
す
る
癖
か
ら
し
て
、
二
つ
の
対

立
し
た
も
の
と
考
へ
、
そ
れ
が
祖
先
で
あ
る
為
に
、
考
妣
一
対
の
霊
と
思
は
れ
る
様
に
も
な
つ
た
。
更
に
、
彼

土
に
あ
る
幾
多
の
魂
が
、
そ
の
威
霊
の
指
導
に
従
つ
て
、
此
国
へ
群
行
し
来
た
る
も
の
と
も
考
へ
て
ゐ
た
。
だ

か
ら
、
異
人
は
他
界
の
威
霊
で
あ
る
と
考
へ
た
も
の
が
、
唯



生
活
方
法
が
違
ふ
外
に
、
我
々
と
共
通
の
精
神
を
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持
つ
た
神
聖
な
生
き
物
と
し
て
の
、
ひ
と
と
も
考
へ
ら
れ
た
。
又
あ
る
地
方
、
或
は
或
時
代
に
は
、
多
く
神
と

信
じ
ら
れ
、
常
世
神
と
も
称
せ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
。
こ
の
様
に
、
異
人
に
対
す
る
考
へ
は
、
極
め
て
自
由
で
、

邑
落
に
依
つ
て
一
致
し
な
い
部
分
の
多
か
つ
た
こ
と
が
思
は
れ
る
。
だ
が
、
さ
う
し
た
整
頓
せ
ら
れ
な
い
種
々

な
形
を
恣





に

考
へ
る
こ
と
は
、
却



つ
て
正
確
な
知
識
を
捉
へ
る
こ
と
の
出
来
な
い
こ
と
だ
か
ら
、
姑





く
、
記
・

紀
・
風
土
記
の
援
用
文
に
見
え
た
代
表
的
な
姿
に
括



め
て
説
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
三
種
の
様
式
の
ま
れ
び
と
の
信
仰
は
、
多
く
の
古
典
の
み
か
、
後
代
久
し
く
、
中
に
は
今
に
至
る
ま
で
、

民
間
伝
承
に
其
姿
を
と
ど
め
て
ゐ
る
。
古
事
記
の
例
を
見
る
と
、
霊
物
と
威
霊
と
二
通
り
の
形
に
、
一
つ
の
影



向


を
伝
へ
わ
け
た
跡
を
見
せ
て
ゐ
る
。
前
段
後
段
に
、
原
因
関
係
を
示
す
形
を
と
つ
て
ゐ
る
が
、
実
は
一
つ
事

の
語
り
分
け
に
過
ぎ
な
い
。
而
も
日
本
紀
で
は
、
こ
れ
を
単
な
る
海
原
を
照
し
来
る
光
り
物
、
即
、
外
来
魂
と

し
て
取
り
扱
つ
て
ゐ
る
。
此
点
に
於
い
て
は
、
極
め
て
都
合
よ
く
、
ま
れ
び
と
観
念
の
種
々
な
過
程
を
説
明
し

た
も
の
と
言
へ
る
。
第
二
の
日
本
紀
の
例
で
見
る
と
、
異
人
の
旅
は
、
如
何
な
る
邑
落
を
も
、
障
碍
な
し
に
通

過
す
る
こ
と
の
出
来
た
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
更
に
、
男
性
の
祖
霊
の
形
が
椎
根
津
彦
で
あ
り
、
弟

猾







は
祖
霊

の
女
性
な
る
も
の
　
　
兄
猾
と
の
対
照
か
ら
男
性
と
見
て
来
て
ゐ
る
の
は
誤
り
で
、
当
然
こ
の
伝
へ
の
出
来
る

訣
が
あ
る
の
だ
　
　
と
し
て
、
一
対
の
ま
れ
び
と
の
形
を
見
せ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
考
妣
二
体
の
神
が
呪
詛
に

あ
づ
か
る
点
を
も
具
へ
て
ゐ
る
。
播
磨
風
土
記
を
見
る
と
、
こ
の
例
は
極
め
て
多
い
が
、
其
中
の
一
つ
を
引
い

た
の
で
、
最
適
切
に
、
彼
岸
の
国
土
か
ら
農
村
行
事
の
時
を
定
め
て
、
一
体
の
主
神
及
び
其
に
伴
ふ
群
行
神
の

あ
つ
た
こ
と
を
、
更
に
伝
説
化
し
て
ゐ
る
の
だ
。
而
も
、
春
の
訪
れ
か
ら
分
化
し
た
、
苗
代
時
の
来
臨
を
示
し
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て
ゐ
る
処
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
う
し
た
常
世
・
ま
れ
び
と
及
び
此
土
の
生
活
の
関
聯
し
た
例
は
、
数
へ
き
れ
な
い
程
だ
が
、
そ
の
合
理
化
を

経
た
結
果
、
多
く
は
、
最
重
大
な
ま
れ
び
と
の
職
分
に
関
す
る
条
件
を
言
ひ
落
し
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
。
異
人

の
齎
し
た
詞
章
が
、
こ
の
民
族
の
文
学
的
発
足
点
を
つ
く
つ
た
こ
と
を
、
此
か
ら
述
べ
よ
う
と
思
ふ
。
即
、
常

世
も
の
ゝ
随
一
た
る
呪
詞
唱
文
に
就
い
て
の
物
語
で
あ
る
。

第
一
に
明
ら
か
に
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
異
人
は
、
果
し
て
異
人
で
あ
る
か
、
と
云
ふ
事
で
あ

る
。
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
さ
う
し
た
信
仰
を
持
つ
邑
落
生
活
の
間
に
伝
統
せ
ら
れ
た
一
種
の
儀
礼
執
行
者
に
過

ぎ
な
い
。
こ
の
行
動
伝
承
を
失
つ
た
も
の
が
、
歴
史
化
し
て
行
く
一
方
、
行
動
ば
か
り
を
伝
へ
た
も
の
は
、
演

劇
・
相
撲
・
射
礼






な
ど
を
分
出
し
て
行
つ
た
。
そ
の
行
動
伝
承
に
関
与
す
る
も
の
は
、
即
、
此
土
の
人
間
で
或

期
間
の
神
秘
生
活
を
積
ん
だ
人
々
で
あ
つ
た
。
即
、
主
神
と
な
る
者
は
、
邑
落
の
主
長
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、

又
宗
教
上
の
宿
老
で
あ
つ
た
事
も
あ
る
。
更
に
其
常
世
神
に
伴
は
れ
る
多
く
の
群
行
神
は
、
此
聖
役
を
勤
め
る

こ
と
に
依
つ
て
、
成
年
戒
を
経
る
訣
で
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
、
其
行
事
の
中
心
は
、
呪
詞
を
伝
承
し
記
憶
を
新

に
さ
せ
る
こ
と
に
あ
つ
た
。
而
も
其
詞
章
は
、
天
地
の
元





、
国
の
元
か
ら
伝
は
つ
て
ゐ
る
、
と
信
ぜ
ら
れ
た
一

方
、
次
第
に
無
意
識
の
変
化
改
竄
を
加
へ
て
、
幾
多
の
形
を
分
化
し
た
。
又
季
節
毎
に
異
人
の
来
訪
を
欲
す
る

心
が
、
週
期
を
頻
繁
に
し
た
。
そ
の
都
度
、
扮

装

し
た
神
及
び
伴
神
が
現
れ
て
、
土
地
の
精
霊
に
降
服
起
請
を

強
ひ
る
の
が
詞
の
内
容
で
あ
つ
た
。
此
が
即
こ
と
ゞ
ひ
で
、
後
世
の
所
謂
い
ひ
か
け
・
唱
和
及
び
行
動
伝
承
と

し
て
の
歌
垣
の
は
じ
め
に
当
る
。
こ
の
こ
と
ゞ
ひ
に
応
へ
な
い
形
式
か
ら
し
ゞ
ま
の
遊
び
　
　
後
の
※
見





芸
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が
起
つ
て
来
、
更
に
、
口
を
開
い
て
応
へ
る
形
　
　
も
ど
き
芸
　
　
が
出
来
て
来
る
。
こ
の
両
様
の
呪
詞
が
、

一
つ
は
所
謂
祝
詞
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
ゝ
原
型
で
あ
り
、
応
へ
る
側
の
も
の
が
寿
詞





と
称
す
る
、
種
族
・
邑
落

の
威
霊
の
征
服
者
に
奉
る
と
云
つ
た
意
味
の
寿
詞
　
　
賀
詞
　
　
と
な
つ
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
呪
詞
が
、
常
世
の
国
か
ら
将
来
せ
ら
れ
、
此
土
の
も
の
と
な
つ
た
と
考
へ
変
へ
ら
れ
て
行
く
様
に
な
つ
た
。

が
、
そ
の
威
力
の
源
は
、
常
世
に
あ
る
と
い
ふ
記
憶
を
失
は
な
か
つ
た
証
拠
は
あ
る
。
の
ろ
ふ
（
呪
）
が
、
も

と
宣
言
で
あ
り
、
同
時
に
精
霊
に
対
す
る
呪
詛
で
あ
つ
た
の
が
、
呪
詛
の
一
面
に
偏
し
て
行
つ
た
の
と
同
じ
動

き
を
見
せ
て
ゐ
る
語
に
、
と
こ
ふ
（
詛
）
な
る
語
が
あ
る
。
そ
の
語
根
と
こ
は
、
尠





く
と
も
と
こ
よ
の
語
根
と

共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
又
さ
う
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
も
事
実
だ
。
つ
ま
り
、
宣
言
・
呪
詛
両
方
面
に
、
常

世
の
威
霊
が
活
動
し
た
こ
と
を
示
す
の
だ
。
更
に
、
祝
詞
を
創
始
し
た
神
と
し
て
伝
は
る
思
兼
神
は
、
枕
詞
系

統
の
讃
美
詞







を
添
へ
た
形
で
、
八
意






思
兼
神
、
又
常
世
思
兼
神
と
称
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
八
意
は
呪
詞
の
数
の
限

定
せ
ら
れ
て
ゐ
た
時
代
に
、
一
つ
の
も
の
を
以
て
幾
つ
か
に
融
通
し
た
為
、
一
詞
章
で
あ
つ
て
数
種
の
義
を
持

ち
具
へ
て
ゐ
る
事
を
欲
し
た
為
の
名
で
あ
る
。
さ
う
し
た
事
の
行
は
れ
る
の
は
、
一
に
常
世
の
威
霊
に
よ
る
も

の
と
せ
ら
れ
た
。
で
、
こ
の
神
の
冠
詞
と
し
て
、
常
世
な
る
語
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
宣
詞
と
も
名

づ
く
べ
き
も
の
ゝ
古
い
形
が
、
今
日
で
は
痕
跡
も
残
存
し
て
ゐ
な
い
。
非
常
な
分
化
を
遂
げ
た
後
の
も
の
で
、

而
も
其
用
途
さ
へ
著
し
く
変
化
し
た
祝
詞
か
ら
演
繹
し
て
来
る
外
に
、
方
法
は
な
い
。
だ
が
其
も
、
宣
詞
及
び

呪
詞
の
幾
種
類
か
を
比
較
し
て
見
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
或
点
ま
で
は
確
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
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二
　
宮
廷
及
び
邑
落
の
生
活

（
一
）
明

神

御

宇

日

本




















天
皇






詔
旨
、
謂
以
大
事
宣
於
蕃
国
使
之
辞
也
。
云
々
咸
聞
。

明
神
御
宇
天
皇
詔
旨
謂
以
次
事
宣
於
蕃
国
使
之
辞
也
。
云
々
咸
聞
。

明
神
御
（
宇
）
大
八
洲









天
皇
詔
旨
、
謂
用
於
朝
庭
大
事
之
辞
。
即
立
皇
后
皇
太
子
、
及
元
日
受
朝
賀
之
類
也
。

云
々
咸
聞
。
（
以
上
、
公
式
令
、
詔
書
式
）

（
二
）
八
月
甲
子
朔
、
受
禅
即
位
。
庚
辰
詔
曰
、
現
御
神
止
大
八
島
国
所
知
天
皇
大
命





















良
麻
止
詔
大
命
乎

















…
…

（
続
紀
、
文
武
元
年
）

（
三
）
二
月
甲
午
朔
戊
申
天
皇
幸
宮
東
門
使
蘇
我
右
大
臣
詔
曰
明
神
御
宇
日
本
倭
根
子





































天
皇
詔
…
…
（
大
化
二

年
紀
）

詔
曰
、
明
神
大
八
洲
所
知
倭
根
子
天
皇
大
命
良
麻
止
宣
大
命
乎
…
…
（
宝
字
元
年
七
月
紀
）

（
四
）
大
日
本
根
子
彦
国
牽
天
皇
、
大
日
本
根
子
彦
太
瓊
天
皇
太
子
也
。
天
皇
以
大
日
本
根
子
彦
太
瓊
天
皇
三
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十
六
年
春
正
月
立
為
皇
太
子
…
…
七
十
六
年
春
二
月
、
大
日
本
根
子
彦
太
瓊
天
皇
崩
。
（
孝
元
紀
）

日
本
根
子
天
津
豊
国
成
姫
天
皇
、
少
名
阿
閇
皇
女
…
…
（
元
明
紀
）

日
本
根
子
高
瑞
浄
足
姫
天
皇
、
…
…
日
並
知
皇
子
尊
之
皇
女
也
。
（
元
正
紀
）

宮
廷
に
於
け
る
呪
詞
も
此
径
路
を
踏
ん
で
発
達
し
て
ゐ
る
の
で
、
令
義
解
の
解
説
　
　
細
字
の
部
分
　
　
は
、

必
し
も
古
い
形
を
説
明
し
て
は
ゐ
な
い
。
正
確
に
言
へ
ば
、
此
詔
詞
が
最
適
切
に
用
ゐ
ら
れ
る
場
合
は
、
即
位

式
並
び
に
元
旦
朝
賀
の
時
で
あ
る
。
御
代
の
初
め
の
宣
言
を
行
は
せ
ら
れ
た
即
位
式
は
、
古
く
は
大
嘗
祭
と
一

つ
儀
礼
で
あ
る
。
一
方
、
元
旦
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
年
の
初
め
だ
。
即
、
御
一
代
一
度
の
行
事
が
、
一
年
一
度

の
行
事
と
一
つ
だ
、
と
考
へ
ら
れ
た
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
而
も
、
外
蕃
に
対
し
て
の
関
心
を
持
た
な
い
時
代
の

詔
詞
は
、
大
倭
根
子
天
皇
な
る
御
資
格
を
以
て
、
大
儀
礼
を
宣
せ
ら
れ
た
の
だ
。
其
で
「
大
倭
根
子
…
…
天
皇
」

と
謂
つ
た
御
諡
を
持
た
れ
た
御
方
々
が
お
あ
り
に
な
る
訣
だ
。
詔
詞
の
始
め
に
据
ゑ
た
御
資
格
が
、
御
生
涯
を

掩
ふ
御
称
号
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

古
代
日
本
の
生
活
は
、
必
し
も
そ
の
一
番
大
き
な
生
活
様
式
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
宮
廷
の
様
式
だ
け
を
論
じ
て

す
ま
す
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。
各
邑
落
に
小
さ
い
な
が
ら
も
、
同
じ
様
式
の
生
活
が
あ
つ
た
と
見
る
事
が
出
来
る
。

断
つ
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
邑
落
・
種
族
に
よ
つ
て
は
、
全
く
違
つ
た
生
活
様
式
も

あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
だ
ん
〳
〵
上
の
生
活
を
模
倣
し
て
来
る
。
此
が
、
わ
れ
〳
〵
民
族
の
古
代
生
活
に
於
け
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る
、
一
つ
の
生
活
原
理
な
の
だ
。
だ
か
ら
、
宮
廷
の
生
活
は
、
或
点
ま
で
総
て
の
貴
族
・
邑
落
の
君
主
と
同
様

だ
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
其
立
ち
場
に
立
つ
て
言
う
て
ゆ
け
ば
、
話
が
非
常
に
簡
単
に
進
ん
で
ゆ
く
。
宮
廷

生
活
に
依
つ
て
、
民
間
の
生
活
が
見
ら
れ
る
と
共
に
、
邑
落
の
生
活
か
ら
、
逆
に
、
宮
廷
の
生
活
の
古
風
を
考

へ
る
こ
と
が
出
来
る
。

邑
落
の
生
活
、
或
は
後
々
の
貴
族
の
生
活
で
見
る
と
、
異
人
に
な
つ
て
来
る
者
は
、
多
く
其
家
の
主
人
で
あ
つ

た
。
其
を
接
待
す
る
役
は
、
其
人
に
最




血

族
関
係
深
く
、
呪
力
を
持
つ
女
性
が
主
と
し
て
勤
め
て
ゐ
た
。
処
が
、

日
本
の
神
道
に
於
い
て
は
、
女
性
の
奉
仕
者
を
原
則
と
す
る
も
の
ゝ
上
に
、
更
に
、
家
長
を
加
へ
た
も
の
が
段

々
あ
る
。
其
で
宮
廷
に
於
い
て
は
、
尠
く
と
も
天
子
は
、
大
祭
の
際
に
は
ま
れ
び
と
で
あ
り
、
あ
る
じ
で
あ
る

と
云
ふ
矛
盾
し
た
而
も
重
大
な
立
ち
場
に
立
た
れ
る
。
此
が
宮
廷
に
於
け
る
主
上
が
、
祝
詞
を
発
せ
ら
れ
る
根

本
の
理
由
だ
。
だ
か
ら
、
祭
事
に
参
与
す
る
宮
廷
の
高
級
巫
女
は
、
主
上
の
御
代
役
を
し
て
ゐ
る
方
面
も
あ
る
。

其
宮
廷
の
祭
に
於
い
て
も
、
主
上
が
人
々
の
上
に
臨
ん
で
宣
布
せ
ら
れ
る
詞
章
は
、
元





の
代

に
、
一
度
来
臨
し

た
尊
い
ま
れ
び
と
の
発
言
せ
ら
れ
た
、
と
信
じ
ら
れ
て
来
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
其
が
、
世
が
進
み
、
社
会
事

情
が
複
雑
に
な
る
に
つ
れ
て
、
大
同
小
異
の
幾
種
類
か
の
呪
詞
を
分
化
し
て
来
る
。
併
し
な
が
ら
、
其
一
番
初

め
の
も
の
に
近
い
形
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
詔
書
式
に
見
え
た
朝
拝
の
詔
詞
よ
り
な
い
。
而
も
恐
ら
く
、

此
が
主
上
の
御
躬
づ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
詞
章
と
し
て
、
断
篇
化
し
て
残
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
其
他
の
詞
は
、

宮
廷
神
人
で
、
主
上
の
御
代
役
を
し
た
神
主
が
、
代
宣
す
る
こ
と
に
な
つ
て
行
つ
た
。
延
喜
式
の
祝
詞
　
　
此

が
現
在
残
つ
て
ゐ
る
最
古
い
祝
詞
の
一
群
を
含
ん
で
ゐ
る
、
と
い
ふ
点
に
誤
り
は
な
い
が
、
其
全
体
並
び
に
、
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固
定
し
た
一
部
分
す
ら
も
、
わ
れ
〳
〵
に
は
そ
ん
な
に
古
い
も
の
だ
と
は
思
へ
な
い
。
唯
、
其
中
に
は
、
古
い

種
も
存
し
て
ゐ
る
と
言
へ
る
だ
け
だ
。
其
が
、
わ
れ
〳
〵
に
と
つ
て
、
古
い
呪
詞
を
考
へ
る
唯
一
の
手
が
ゝ
り

で
あ
る
　
　
に
よ
る
と
、
中
臣
祝
詞







と
、
斎
部





祝
詞
の
二
種
類
の
区
分
を
考
へ
て
ゐ
た
の
は
明
ら
か
だ
が
、
其

性
質
か
ら
見
る
と
、
平
安
朝
に
近
づ
く
に
従
つ
て
、
中
臣
の
掌
る
祝
詞
は
、
天
子
の
代
宣
な
る
形
を
見
せ
て
来
、

斎
部
の
祝
詞
は
、
天
子
に
奏
上
す
る
精
霊
の
側
の
詞
章
か
ら
、
だ
ん
〳
〵
変
化
し
て
来
た
跡
が
見
え
る
。
而
も
、

例
外
は
あ
る
が
、
主
と
し
て
伝
来
の
古
い
と
い
ふ
条
件
を
示
す
「
天
つ
祝
詞
」
と
言
ふ
語
は
、
斎
部
祝
詞
に
属

す
る
も
の
に
見
え
て
ゐ
る
。
さ
す
れ
ば
、
祝
詞
に
関
す
る
信
仰
・
知
識
は
、
延
喜
式
の
も
の
は
、
非
常
に
変
化

し
た
形
だ
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
だ
か
ら
、
わ
れ
〳
〵
が
祝
詞
を
研
究
す
る
に
は
、
現
存
の
材
料
を
考
察
す
る

だ
け
で
は
、
結
局
無
駄
な
努
力
に
な
つ
て
し
ま
ふ
の
だ
。

三
　
中
語
者
の
職
分

時
天
照
大
神
誨
倭
姫
命
曰
、
是
、
神
風
伊
勢
国
則
、
常
世





之

浪

重
浪
帰
国
也













。
傍
国
可
怜
国
也














。
欲
居
是
国
。

故
随
大
神
教
其
祠
立
於
伊
勢
国
。
因
興
斎
宮
于
五
十
鈴
川
上
。
是
謂
磯
宮
。
則
天
照
大
神
始
自
天
降
之
処
也
。

（
垂
仁
紀
）
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神
と
人
間
と
の
間
に
立
つ
て
物
を
言
ふ
、
後
世
の
所
謂
中
語
に
当
る
職
分
を
し
て
ゐ
た
人
た
ち
に
は
、
尠
く
と

も
二
通
り
の
形
の
あ
つ
た
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
宮
廷
の
尊
貴
な
女
性
で
は
、

中

天

皇











と
申
し
て
ゐ
る
。

即
、
神
と
神
の
御
子
な
る
主
上
と
の
間
に
立
つ
て
、
語
を
ば
持
つ
御
方
と
す
る
の
だ
。
其
か
ら
神
な
る
人
、
主

上
と
人
間
と
の
間
に
立
つ
て
、
同
じ
為
事
を
す
る
の
が
、
所
謂
中
つ
臣
、
即
、
中
臣
で
あ
る
。
而
も
、
此
中
臣

も
意
味
広
く
、
一
氏
族
だ
け
の
職
で
な
か
つ
た
の
が
、
後
に
藤
原
氏
を
分
出
し
た
中
臣
一
族
だ
け
を
考
へ
る
様

に
な
つ
た
ら
し
い
。
中
臣
の
為
事
が
、
昔
か
ら
そ
れ
ほ
ど
高
い
地
位
を
占
め
て
ゐ
た
か
、
斎
部
と
は
比
較
に
な

ら
ぬ
程
重
い
も
の
だ
つ
た
か
と
云
ふ
に
、
必
し
も
さ
う
は
言
へ
な
い
の
で
あ
る
。
尤
、
後
世
の
斎
部
氏
の
反
撥

的
な
主
張
は
、
古
語
拾
遺
其
自
身
で
見
て
も
、
歴
史
に
対
し
て
無
理
会
な
、
意
味
の
な
い
運
動
で
あ
つ
た
が
、

古
く
溯
れ
ば
、
中
臣
氏
の
職
分
と
さ
う
判
然
た
る
区
別
が
あ
つ
た
と
も
思
は
れ
な
い
。

神
と
主
上
と
の
間
に
、
中
介
者
の
あ
つ
た
こ
と
は
述
べ
て
来
た
。
と
同
時
に
、
主
上
が
神
と
人
間
と
の
間
に
立

つ
て
、
中
語
の
御
役
目
を
な
さ
れ
た
事
も
考
へ
ら
れ
る
。
其
は
、
み
こ
と
も
ち
と
云
ふ
語
に
よ
つ
て
知
れ
る
。

一
体
み
こ
と
も
ち
は
、
古
い
文
献
に
は
、
既
に
地
方
官
の
高
等
な
者
、
京
官
の
下
級
の
者
な
ど
を
示
す
こ
と
に

な
つ
て
、
宰
・
大
夫
の
字
面
を
用
ゐ
て
ゐ
る
の
が
普
通
だ
。
が
、
其
は
み
こ
と
も
ち
の
用
語
例
が
、
低
い
方
に

固
定
し
た
為
で
、
元
は
上
か
ら
下
ま
で
次
第
々
々
に
中
語
の
役
目
を
勤
め
る
こ
と
が
、
官
吏
の
職
で
あ
つ
た
為
、

総
べ
て
を
み
こ
と
も
ち
と
称
し
た
。
其
一
番
適
切
な
証
拠
を
示
す
も
の
は
、
日
本
紀
だ
。
尊
・
命
と
二
様
に
書

き
分
け
て
ゐ
る
が
、
み
こ
と
と
云
ふ
語
は
、
み
こ
と
も
ち
の
慣
用
か
ら
来
た
略
語
で
あ
る
。
各
階
級
に
亘
つ
て

言
う
た
か
ら
の
区
別
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
み
こ
と
な
る
語
は
、
神
か
ら
天
子
及
び
其
以
下
の
貴
族
に
ま
で
附
く
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こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
即
、
其
最
明
ら
か
な
の
は
、
皇

子

の
場
合
に
窺
は
れ
る
。
天
子
の
御
代
役
を
勤
め

ら
れ
る
、
謂
は
ゞ
摂
政
の
位
置
に
居
ら
れ
る
方
に
は
、
特
別
に
皇

子

尊




と
称
へ
て
ゐ
た
。
此
は
、
他
の
み
こ
と

と
、
稍



、
語
の
内
容
が
違
ひ
、
皇
子
に
し
て
天
つ
神
の
み
こ
と
も
ち
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

日
の
皇

子

の
為
の
皇
子
尊
よ
り
も
、
更
に
高
く
位
せ
ら
れ
る
の
が
、
す
め
ら
み
こ
と
で
お
あ
り
な
さ
れ
る
。
す

め
ら
み
こ
と
が
此
世
に
降
臨
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
天
神
の
仰
せ
を
此
土
の
精
霊
た
ち
に
伝
へ
、
其
効
果

を
挙
げ
る
こ
と
を
期
せ
ら
れ
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
正
確
に
信
仰
上
の
事
実
と
し
て
云
へ
ば
、
春
天
降





ら
れ
た
日

の
御
子
が
、
初



春
の
み
こ
と
を
み
こ
と
も
つ
て
、
扨
、
秋
に
至
つ
て
、
み
こ
と
も
つ
た
事
の
結
果
の
覆

奏








を

な
さ
れ
る
。
其
目
的
が
次
第
に
固
定
し
て
来
て
、
田
の
な
り
物
の
為
に
せ
ら
れ
る
と
云
つ
た
形
に
な
る
。
此
覆

奏
が
、
即
、
ま
つ
る
と
云
ふ
語
の
最
古
の
意
義
で
あ
る
。
み
こ
と
に
叶
つ
た
結
果
を
御
示
し
す
る
事
だ
。
唯
、

此
ま
つ
り
は
、
天
神
と
関
係
を
持
つ
て
ゐ
る
行
事
で
、
極
め
て
古
い
伝
来
を
尊
重
し
た
結
果
、
其
行
動
と
伝
承

の
言
語
と
を
別
に
考
へ
る
様
に
な
つ
た
。
普
通
献
上
物
を
す
る
か
ら
の
祭
り
と
は
別
な
内
容
を
持
つ
と
考
へ
、

区
別
す
る
為
に
政





と

称
し
て
ゐ
る
。
覆
奏
詞







を
ま
を
す
儀
だ
か
ら
、
ま
つ
り
ご
と
と
言
ひ
慣
し
た
わ
け
だ
。
す

べ
て
、
古
い
信
仰
上
の
語
で
言
へ
ば
、

食

国

政












の
一
つ
に
帰
す
る
。
だ
か
ら
、
わ
れ
〳
〵
の
国
で
は
、
ま

つ
り
・
ま
つ
り
ご
と
と
云
ふ
語
は
、
根
本
に
於
い
て
経
済
的
な
意
識
を
離
れ
て
は
な
い
。

日
の
御
子
が
代
り
替
り
に
此
土
に
下
ら
れ
る
の
も
、
実
は
、
食
国
政
を
行
は
れ
る
為
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
た
。

尚


、
日
の
御
子
の
御
職
分
と
し
て
は
、
色
々
の
聖
な
る
行
事
の
あ
つ
た
こ
と
は
考
へ
ら
れ
る
が
、
其
す
べ
て
を

こ
め
て
、
食
国
政
と
云
ふ
立
場
か
ら
解
決
し
て
ゐ
た
の
は
、
事
実
だ
。
此
政
を
せ
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
主
上
、
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即
、
天
つ
神
の
み
こ
と
も
ち
で
い
ら
つ
し
や
る
。
主
上
御
自
身
が
宣
布
せ
ら
れ
る
食
国
政
に
関
す
る
詞
章
は
、

恐
ら
く
極
め
て
数
の
少
い
も
の
だ
つ
た
の
が
、
次
第
に
数
を
増
し
、
段
々
対
象
が
精
霊
・
魂
か
ら
人
間
に
移
つ

て
行
つ
た
為
に
、
主
上
の
使
は
れ
る
伝
宣
者
に
は
、
宮
廷
に
仕
へ
て
ゐ
る
神
人
を
用
ゐ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
。

即
、
み
こ
と
も
ち
の
逓
下
す
る
原
因
が
、
こ
ゝ
に
出
来
た
わ
け
だ
。
其
で
、
後
世
に
於
い
て
も
尚
さ
う
で
あ
つ

た
様
に
、
尠
く
と
も
、
其
詞
を
発
し
て
ゐ
る
間
は
、
最
初
の
発
言
者
と
同
格
の
、
尊
い
伝
達
者
と
同
じ
資
格
を

持
つ
て
ゐ
る
事
に
な
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
詞
章
に
よ
つ
て
、
其
人
の
社
会
的
の
地
位
も
高
ま
つ
た
の
だ
。
中
臣

の
神
主
も
、
主
上
の
伝
宣
を
常
に
し
た
為
に
、
次
第
に
其
位
置
を
高
め
て
来
た
訣
だ
。
宮
廷
に
お
け
る
神
主
は
、

主
上
御
躬
ら
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
に
、
こ
れ
を
神
主
と
称
す
る
様
に
な
つ
た
。
斎
部
の
場
合
も
、
大
体
お

な
じ
過
程
が
考
へ
ら
れ
る
。
其
外
、
中
臣
・
斎
部
以
外
に
も
、
天
つ
神
並
び
に
天
子
の
み
こ
と
を
持
つ
家
々
の

あ
つ
た
事
は
考
へ
ら
れ
る
。
即
、
其
家
の
伝
来
の
職
業
に
関
す
る
呪
詞
で
、
天
子
か
ら
仰
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
も
の
を
、
其
団
長
或
は
族
長
か
ら
言
ふ
様
に
な
る
の
だ
。
其
が
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
所
謂
伴





造



が

、
沢
山

の
部
民
を
率
ゐ
る
原
因
に
な
る
の
だ
。
其
も
亦
か
う
し
た
古
代
か
ら
家
々
に
伝
承
せ
ら
れ
た
詞
に
よ
つ
て
生
ず

る
と
こ
ろ
の
力
で
あ
つ
た
の
だ
。
其
一
番
新
し
い
変
化
し
た
も
の
を
考
へ
て
見
れ
ば
、
奈
良
朝
に
近
づ
く
と
、

元
来
呪
詞
を
用
ゐ
る
所
を
、
其
呪
詞
の
中
の
要
部
た
る
歌
を
以
て
代
へ
る
風
が
盛
ん
に
な
つ
て
来
た
。

か
う
言
ふ
古
代
生
活
の
組
織
を
最
後
ま
で
持
ち
こ
た
へ
て
ゐ
た
の
は
、
も
の
ゝ
ふ
の
階
級
で
あ
る
。
而
も
、
わ

れ
〳
〵
に
考
へ
ら
れ
る
、
さ
う
し
た
様
式
の
最
後
の
生
活
者
た
る
大
伴
家
持
の
作
つ
た
物
に
は
、
宮
廷
の
御
趣

意
を
族
人
或
は
部
下
に
伝
へ
る
積
り
で
作
つ
た
長
歌
が
あ
る
。
そ
の
一
例
は
次
章
に
挙
げ
る
。
繰
り
返
し
て
言
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ふ
と
、
天
子
が
み
こ
と
も
ち
で
い
ら
せ
ら
れ
る
事
の
外
に
、
宮
廷
の
職
員
と
し
て
、
中
臣
・
斎
部
が
後
世
ま
で

其
俤
を
残
し
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
が
、
そ
の
外
に
更
に
、
部
曲
々
々
に
就
い
て
、
さ
う
し
た
意
味
の
み
こ

と
も
ち
た
る
宰
領
を
奉
じ
て
ゐ
た
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
顕
に
見
え
て
ゐ
る
事
実
を
挙
げ
る
と
、
安
曇
連
の

祖
大
浜
宿
禰
が
、
諸
地
方
の
海

部

の
※
※
（
さ
は
め
き
？
）
を
平
げ
た
本
縁
に
よ
つ
て
、
海
部
を
管
理
す
る
家

筋
と
な
つ
た
。
其
で
、
海
部
の
宰
と
称
へ
た
と
い
ふ
。

か
う
し
て
、
第
一
次
の
発
言
者
を
主
上
と
す
る
み
こ
と
も
ち
の
用
語
例
が
、
様
々
に
岐
れ
て
来
る
。
つ
ま
り
、

其
伝
来
の
み
こ
と
に
依
つ
て
、
其
家
の
社
会
的
地
位
は
動
か
な
い
の
だ
。
処
が
、
此
呪
詞
が
世
を
逐
う
て
次
第

に
変
化
し
、
独
立
す
る
と
同
時
に
、
み
こ
と
も
ち
の
呪
詞
と
し
て
の
意
義
は
忘
れ
て
、
其
家
独
自
に
発
生
し
た

も
の
だ
、
と
考
へ
る
様
に
な
る
。
其
が
更
に
、
叙
事
詩
化
し
て
、
其
種
族
の
歴
史
・
職
業
団
体
の
歴
史
と
云
ふ

風
に
な
つ
て
来
る
。
其
一
例
と
し
て
次
の
章
を
書
い
て
見
度
い
。

四
　
も
の
ゝ
ふ
の
呪
術

夏
四
月
甲
午
朔
。
天
皇
幸
東
大
寺
。
御
盧
舎
那
仏
像
前
殿
、
北
面
対
像
。
皇
后
太
子
並
侍
焉
。
群
臣
百
寮
及
士

庶
分
頭
行
‐
列
殿
後
。
※
遣
左
大
臣
橘
宿
禰
諸
兄
白
仏
。
三
宝






奴
仕
奉
天
皇
羅
我
命







盧
舎
那
像
大
前
奏
賜
部
止

奏
。
此
大
倭
国
者
天
地
開
闢







以
来
黄
金
人
国
用
理
献
言
有
登
毛
斯
地
者
無
物
念
部
流
仁
聞
看
食
国
中
東
方
陸
奥
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国
守
従
五
位
上
百
済
王
敬
福
部
内
少
田
郡
黄
金
出
在
奏
献
。
此
聞
食
驚
悦
貴
念
久
波
盧
舎
那
仏
慈
賜
福





波
閇
賜

物
有
念
受
賜
恐
戴
持
、
百
官
人
等
率
礼
拝
仕
奉
事
挂
畏











三
宝
大
前
恐
恐
美
毛
奏
賜
波
久
止
奏
。
」
従
三
位
中
務

卿
石
上
朝
臣
乙
麻
呂
宣
。
現
神
御
宇
倭
根
子
天
皇
詔
旨
宣







大
命
親
王
諸
王
諸
臣
百
官
人
等
天
下
公
民
衆
聞
食
宣
。

高
天
原
天
降
坐
天
皇
御
世
始
中
今
至
麻
弖
爾
天
皇
御
世
御
世
天
日
嗣
高
御
座
坐
治
賜
恵
賜
来
食
国
天
下
業
止
奈

母
神
奈
我
良
所
念
行
久
止
宣
大
命
衆
聞
食
宣
。
加
久
治
賜
恵
賜
来
天
日
嗣
業
、
今
皇
朕
御
世
当
坐
者
、
天
地
心

労
重
辱
恐
坐
聞
食
食
国
東
方
陸
奥
国
小
田
郡
金
出
在
奏
進
礼
利
…
…
中
略
…
…
又
大
伴
佐
伯
宿
禰
常
云
如
天
皇



朝
守
仕
奉
事
顧
奈
伎
人
等
阿
礼
汝
多
知
乃
祖



止
母
乃
元
来
海
行
美
豆
屍
。
山
行
草
牟
屍
。
王
幣
爾
去
曾
死
。
能

杼
爾
波
不
死
云
来
人
等
止
奈
母
聞
召
。
是
以
遠
天
皇
御
世
始
）
﹈
、
今
朕
御
世
当
※
母
、
内
兵
心
中








古
止
波
奈

母
遣
。
故
是
以
子
祖
心
成
伊
自
子
爾
波
可
在
此
心
不
失
自
※
明
浄
心
以
仕
奉
止
自
※
奈
母
男
女
并
）
﹈
一

二








治
賜
…
…
下
略
…
…
（
続
日
本
紀
、
聖
武
紀
）

　
　
　
　
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
哥
一
首
短
歌

葦
原
能
美
豆
保
国
乎
　
安
麻
久
太
利
之
良
志
売
之
家
流
　
敝
売
呂
伎
能
神
乃
美
許
等
能
、
御
代
可
佐
禰
、
天
乃

日
嗣
等
之
良
志
久
流
、
伎
美
能
御
代
御
代
　
之
伎
麻
世
流
四
方
国
爾
波
、
山
河
乎
比
呂
美
、
安
都
美
等
、
多
弖

麻
豆
流
御
調
宝
波
、
可
蘇
倍
衣
受
、
都
久
之
毛
可
禰
都
。
之
加
礼
騰
母
、
吾
大
王
能
毛
呂
比
登
乎
伊
射
奈
比
多

麻
比
、
善
事
乎
波
自
米
多
麻
比
弖
、
久
我
禰
可
毛
　
多
能
之
気
久
安
良
牟
登
　
於
母
保
之
弖
、
之
多
奈
夜
麻
須

爾
、
鶏
鳴
　
東
国
能
美
知
能
久
乃
小
田
在
山
爾
、
金
有
等
麻
宇
之
多
麻
敝
礼
、
御
心
乎
安
吉
良
米
多
麻
比
、
天
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地
乃
神
安
比
宇
豆
※
比
、
皇
御
祖
乃
御
霊
多
須
気
弖
、
遠
代
爾
可
可
里
之
許
登
乎
。
朕
御
代
爾
安
良
波
之
弖
安

礼
婆
、
御
食
国
波
左
可
延
牟
物
能
等
、
可
牟
※
我
良
於
毛
保
之
売
之
弖
、
毛
能
乃
布
能
八
十
伴
雄
乎
、
麻
都
呂

倍
乃
牟
気
乃
麻
爾
麻
爾
、
老
人
毛
女
童
児
毛
、
之

我

願
心
太
良
比
爾
、
撫
賜
治
賜
婆
、
許
己
乎
之
母
安
夜
爾
多

敷
刀
美
、
宇
礼
之
家
久
伊
余
与
於
母
比
弖
、
大
伴
能
遠
都
神
祖
乃
其
名
乎
婆
、
大
来
目
主
登
於
比
母
知
弖
、
都

加
倍
之
官
。
海
行
者
美
都
久
屍
。
山
行
者
草
牟
須
屍
。
大
皇
乃
敝
爾
許
曾
死
米
。
可
弊
里
見
波
勢
自
等
許
等
太

弖
、
大
夫
乃
伎
欲
吉
彼
名
乎
、
伊
爾
之
敝
欲
伊
麻
乃
乎
追
通
爾
、
※
我
佐
敝
流
於
夜
能
子
等
毛
曾
。
大
伴
等
佐

伯
氏
者
、
人
祖
乃
立
流
辞
立
　
人
子
者
祖
名
不
絶
、
大
君
爾
麻
都
呂
布
物
能
等
　
伊
比
都
雅
流
許
等
能
都
可
佐

曾
。
梓
弓
手
爾
等
里
母
知
弖
、
劔
大
刀
許
之
爾
等
里
波
伎
、
安
佐
麻
毛
利
　
由
布
能
麻
毛
利
爾
大
王
能
三
門
乃

麻
毛
利
　
和
礼
乎
於
吉
弖
且
比
等
波
安
良
自
等
、
伊
夜
多
弖
於
毛
比
之
麻
左
流
。
大
皇
乃
御
言
能
左
吉
乃
聞
者

貴
美

（
反
歌
）
大
夫
能
、
許
己
呂
於
毛
保
由
。
於
保
伎
美
能
美
許
登
能
佐
吉
乎
聞
者
多
布
刀
美

　
大
伴
能
等
保
追
可
牟
於
夜
能
於
久
都
奇
波
、
之
流
久
之
米
多
底
。
比
等
能
之
流
倍
久

　
須
売
呂
伎
能
御
代
佐
可
延
牟
等
　
阿
頭
麻
奈
流
　
美
知
能
久
夜
麻
爾
、
金
花
佐
久

　
　
天
平
感
宝
元
年
五
月
十
二
日
。
於
越
中
国
守
館
大
伴
宿
禰
家
持
作
之
。
（
万
葉
集
、
巻
十
八
）

朝
開
門
夕
閉
門
、
参
入
罷
出
人
名
問
所
知
、
咎
過
在
乎
波
…
…
（
御
門
祭
。
祝
詞
式
）
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も
の
ゝ
ふ
の
用
語
例
に
は
、
大
和
宮
廷
の
溯
れ
る
限
り
古
い
時
代
か
ら
、
近
代
ま
で
の
所
謂
武
家
な
る
も
の
を
、

完
全
に
含
ん
で
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
処
が
、
も
の
ゝ
ふ
な
る
語
が
あ
る
時
代
に
飛
躍
し
て
、
内
容
が
変

化
を
し
て
了
つ
て
ゐ
る
事
に
、
注
意
し
な
い
で
居
る
の
で
あ
る
。
即
、
平
安
朝
中
期
以
後
階
級
的
に
認
め
ら
れ

て
来
た
も
の
ゝ
ふ
は
、
実
は
語
自
身
既
に
擬
古
的
で
、
内
容
は
変
化
し
て
了
つ
て
ゐ
る
。
其
で
、
其
以
後
の
武

家
に
関
し
た
知
識
を
以
て
し
て
は
、
最
近
い
平
安
の
宮
廷
武
官
の
生
活
に
対
し
て
す
ら
、
理
会
の
出
来
な
い
と

こ
ろ
が
多
い
。

虚
心
平
気
な
、
文
献
に
よ
る
研
究
は
、
平
安
朝
の
生
活
に
思
ひ
が
け
な
い
古
代
が
保
存
せ
ら
れ
、
印
象
せ
ら
れ

て
ゐ
る
事
に
心
付
く
筈
で
あ
る
。
家
常
茶
飯
と
し
て
、
特
に
伝
へ
る
必
要
を
感
じ
な
か
つ
た
古
代
生
活
が
、
奈

良
朝
以
前
の
記
録
に
漏
れ
て
来
た
理
由
は
、
考
へ
難
く
な
い
。
唯
、
其
が
、
た
ま
〳
〵
平
安
朝
に
引
継
が
れ
て
、

固
定
し
て
存
し
て
ゐ
た
部
分
の
、
特
殊
な
取
り
扱
ひ
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
程
、
変
つ
た
様
式
と
考
へ
出
さ
れ
る

の
だ
。
其
が
却
つ
て
、
近
代
か
ら
は
、
其
時
代
に
始
ま
つ
た
為
に
、
文
献
に
見
え
出
し
た
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る

様
だ
。
だ
が
、
さ
う
し
た
考
へ
こ
そ
、
す
べ
て
の
歴
史
観
に
立
つ
学
問
か
ら
、
取
り
除
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も

の
だ
。
こ
ゝ
に
は
其
一
つ
と
し
て
、
も
の
ゝ
ふ
並
び
に
か
ん
だ
ち
め
に
つ
い
て
説
か
う
と
思
ふ
。

も
の
ゝ
ふ
は
宮
廷
並
び
に
公
式
の
祭
時
に
当
つ
て
、
音
楽
・
舞
踊
、
即
、
古
代
の
語
で
云
へ
ば
、
神
遊
び
に
属

す
る
も
の
に
深
い
関
係
を
持
つ
て
ゐ
る
。
原
則
と
し
て
、
宮
廷
武
官
・
六
衛
府
の
官
人
其
他
が
関
係
す
る
訣
で

あ
る
。
而
も
、
そ
れ
ら
の
中
の
指
導
者
と
言
ふ
べ
き
も
の
を
、
も
の
ゝ
ふ
し
と
称
へ
て
ゐ
る
。
同
時
に
此
語
が
、

曲
節
な
ど
云
ふ
意
義
を
も
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
事
は
明
ら
か
だ
。
必
、
も
の
ゝ
ふ
を
根
幹
と
し
て
ゐ
る
語
だ
と
云
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ふ
見
当
に
、
誤
り
が
あ
る
ま
い
。
王
朝
中
期
以
後
次
第
に
京
都
に
勢
力
を
得
た
武
士
は
、
も
と
大
番
と
し
て
、

或
は
貴
族
の
随
身
と
し
て
、
召
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
宮
廷
や
公

家

の
附
属
で
あ
つ
た
も
の
が
、

武
官
の
所
属
と
し
て
、
其
主
人
が
随
勢
を
得
る
に
従
つ
て
、
位
置
を
高
め
て
来
た
わ
け
だ
。
其
主
君
と
言
ふ
べ

き
も
の
は
、
王
氏
で
、
古
代
以
来
の
も
の
ゝ
ふ
の
形
式
を
襲
い
だ
の
が
多
か
つ
た
。
此
等
の
古
代
の
も
の
ゝ
ふ

の
職
分
に
は
、
深
く
呪
術
に
亘
る
所
が
あ
つ
た
。
譬
へ
ば
、
も
の
ゝ
べ
は
汎
称
で
、
其
中
最
有
力
な
も
の
ゝ
べ

が
、
固
有
名
詞
化
す
る
程
認
め
ら
れ
て
、
所
謂
物
部
連









を
形
づ
く
つ
た
訣
だ
。
従
つ
て
、
其
他
に
も
、
骨





を
異

に
す
る
物
部
が
非
常
に
多
か
つ
た
。
其
為
に
自
然
の
差
別
が
行
は
れ
て
、
物
部
氏
に
対
し
て
、
も
の
ゝ
ふ
と
云

ふ
音
韵
の
分
化
し
た
語
が
行
は
れ
る
様
に
な
つ
た
の
だ
。
も
の
ゝ
ふ
の
義
を
含
ん
だ
物
部
に
は
、
時
代
々
々
の

隆
替
が
あ
つ
て
、
そ
の
第
一
等
に
位
す
る
物
部
は
、
必
し
も
同
一
氏
を
意
味
し
て
ゐ
な
か
つ
た
。
最
古
い
物
部

は
、
所
謂
久
米
氏
を
指
し
て
ゐ
た
様
だ
。
其
が
文
献
時
代
に
栄
え
て
来
た
所
謂
物
部
氏
の
専
有
に
帰
し
て
後
、

更
に
数
次
の
変
化
を
重
ね
て
、
大
伴
氏
が
、
物
部
の
最
上
の
様
な
形
を
と
る
事
に
な
つ
た
の
だ
。

宮
廷
に
於
け
る
も
の
ゝ
ふ
に
は
、
尚
、
後
世
王
氏
の
配
下
と
な
つ
た
武
家
の
源
流
と
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。

必
し
も
も
の
ゝ
ふ
の
家
々
に
附
属
す
る
も
の
で
な
く
、
個
々
別
々
に
発
生
し
た
も
の
と
見
る
事
が
出
来
る
。
即
、

神
話
を
基
礎
と
す
る
伝
統
か
ら
離
れ
た
、
別
様
の
も
の
ゝ
ふ
で
あ
る
。
所
謂
舎
人







が
此
だ
。
国
家
の
旧
伝
か
ら

見
て
も
、
す
べ
て
の
も
の
ゝ
ふ
は
、
実
は
高
天
原
以
来
の
聖
職
で
は
な
く
、
神
及
び
神
な
る
人
が
、
此
土
に
於

い
て
征
服
な
さ
れ
た
部
族
の
、
呪
術
及
び
其
威
力
の
根
元
た
る
威
霊
を
以
て
、
奉
仕
せ
し
め
ら
れ
た
事
か
ら
始

ま
つ
て
ゐ
る
の
は
、
事
実
だ
。
歴
史
か
ら
見
れ
ば
、
物
部
氏
の
祖
神
を
饒
速
日







命
だ
と
説
い
て
、
も
と
天
つ
神
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の
御
子
だ
と
説
明
し
て
ゐ
る
が
、
物
部
氏
の
被
征
服
者
で
あ
る
事
は
事
実
だ
。
更
に
久
米
氏
の
祖
先
に
し
て
も
、

亦
此
と
混
乱
重
複
し
て
説
か
れ
て
ゐ
る
大
伴
氏
の
祖
先
に
し
て
も
、
古
代
に
於
け
る
合
理
化
の
部
分
を
取
り
除

け
ば
、
帰
服
し
た
部
族
だ
、
と
言
ふ
事
が
出
来
る
。
さ
う
い
ふ
従
属
を
誓
つ
て
、
宮
廷
を
護
衛
し
、
主
上
の
健

康
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
呪
術
を
も
つ
て
ゐ
る
も
の
が
も
の
ゝ
べ
な
の
で
あ
る
。

も
の
ゝ
べ
の
も
の
が
、
霊
魂
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
問
は
な
い
。
更
に
わ
れ
〳
〵
が
云
は
う
と
す
る
物
語
　
　
叙

事
詩
　
　
な
る
語
が
、
や
は
り
霊
魂
の
感
染
で
あ
る
ら
し
い
。
祝
詞
や
宣
命
に
現
れ
る
物
知






な
る
語
も
、
精
霊

の
意
志
を
判
断
す
る
人
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
其
も
の
の
利
用
の
う
ち
、
強
い
霊
魂
を
所
持
す
る
部
族
が
其
威
力

を
持
つ
て
、
来
り
襲
ふ
他
の
種
族
の
守
護
霊
を
駆
逐
す
る
職
が
、
も
の
ゝ
べ
と
言
ふ
事
に
な
る
の
だ
。
さ
う
し

た
も
の
ゝ
信
仰
が
最
大
切
に
考
へ
ら
れ
て
、
専
、
其
に
関
し
た
聖
職
を
物
部
が
奉
仕
す
る
、
と
考
へ
ら
れ
る
様

に
な
つ
た
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

も
の
ゝ
べ
の
文
学
に
関
与
し
て
ゐ
る
側
か
ら
云
ふ
と
、
物
部
氏
の
複
姓
な
る
石



上


に
附
属
し
た
呪
術
は
、
古
代

に
於
け
る
各
種
の
鎮
魂
法
の
う
ち
、
最
重
く
見
ら
れ
る
筈
の
長
い
伝
統
と
、
名
高
い
本
縁
と
を
持
つ
て
ゐ
た
の

だ
。
さ
う
し
て
、
其
鎮
魂
に
伴
ふ
歌
が
、
叙
事
詩
に
対
す
る
呪
詞
と
同
じ
意
味
の
新
し
い
形
で
あ
つ
た
。
世
に

伝
る
と
こ
ろ
の
鎮
魂
歌
は
、
大
体
に
於
い
て
、
石
上
系
統
の
も
の
と
見
て
よ
か
ら
う
が
、
尚
若
干
の
疑
問
が
あ

る
。
古
い
鎮
魂
歌
の
替
へ
歌
と
も
称
す
べ
き
も
の
が
処
々
に
散
見
し
て
ゐ
る
。

虎
に
の
り
　
古
家





を
越
え
て
、
青
淵
に
鮫
龍





と
り
来
む
　
劔
大
刀
も
が
「
境
部
王
詠
数
首
物
歌
」
（
万
葉
）
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か
う
し
た
一
種
の
創
作
も
、
平
安
朝
ま
で
残
つ
て
鎮
魂
歌
　
　
即
、
神
楽
歌
の
替
へ
歌
　
　
と
し
て
用
ゐ
ら
れ

た
、

石
上
ふ
る
や
を
と
こ
の
大
刀
も
が
な
。
く
み
の
を
垂

で
ゝ
、
宮
路





通
は
む
（
拾
遺
）

の
歌
を
参
照
す
る
と
、
時
代
は
前
後
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、
一
方
に
は
遥
か
に
古
い
形
が
残
り
、
他
方
に
は
其

非
常
に
変
化
し
た
姿
を
出
す
と
云
つ
た
、
民
間
伝
承
の
特
異
性
を
示
し
て
ゐ
る
。
其
と
共
に
、
万
葉
の
歌
が
拾

遺
の
歌
に
よ
つ
て
、
稍



原
意
を
辿
る
事
が
出
来
さ
う
だ
。

是
に
二
嬪
恒
に
歎
き
て
曰
く
、
悲
し
き
か
も
、
吾
が
兄
の
王
、
い
づ
く
に
行
き
け
む
と
。
天
皇
、
其
歎
き
を
聞

き
て
、
問
ひ
て
曰
く
、
汝
、
何
ぞ
歎
け
る
と
。
対
へ
て
曰
く
、
妾
が
兄
・
鷲
住
王
、
為
人
、
強
力
軽
捷
な
り
。

是
に
よ
り
て
、
独
り
八
尋
屋
を
馳
せ
越
え
て
遊
行






し
、
既
に
多
日
を
経
て
面
言
す
る
こ
と
を
得
ず
。
故
に
歎
く

の
み
…
…
（
履
仲
紀
）

同
時
に
、
ふ
る
の
呪
術
か
ら
導
か
れ
た
ふ
る
や
な
る
語
が
、
更
に
一
方
に
は
、
八
尋
屋
と
い
ふ
風
に
誇
張
せ
ら

れ
て
ゐ
た
事
が
察
せ
ら
れ
る
。
前
に
挙
げ
た
三
つ
の
例
は
、
密
接
に
続
い
て
ゐ
る
の
で
な
い
が
、
此
等
に
よ
つ

22日本文学の発生



て
見
て
も
、
鎮
魂
の
歌
や
其
章
曲
が
、
い
ろ
〳
〵
に
岐
れ
て
行
く
筋
道
は
考
へ
ら
れ
る
。
而
も
物
部
の
表
面
に

現
は
れ
た
一
番
大
切
な
為
事
は
、
宮
門
を
守
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
其
が
推
し
拡
げ
ら
れ
て
宮
垣
・
宮
苑
を
守
る

こ
と
に
な
る
。
其
に
対
し
て
、
新
し
く
宮
中
に
入
つ
た
舎
人
系
統
の
も
の
ゝ
ふ
は
、
　
　
其
組
織
か
ら
見
れ
ば
、

さ
う
言
へ
な
い
だ
ら
う
が
　
　
宮
殿
の
上
に
侍
し
た
、
と
言
ふ
差
別
が
あ
る
の
だ
。
此
が
平
安
の
宮
廷
其
他
の

御
所
に
、
種
々
な
名
目
の
武
官
が
居
る
こ
と
に
な
つ
た
理
由
だ
。
大
体
に
於
い
て
、
此
二
種
類
の
も
の
が
、
衛

府
の
人
々
に
な
る
の
で
あ
る
。

舎
人
の
こ
と
は
姑





く
お
い
て
、
も
の
ゝ
ふ
の
最
後
に
深
い
印
象
を
留
め
た
大
伴
氏
は
、
其
名
称
自
身
が
、
宮
門

を
意
味
し
て
ゐ
た
。
従
つ
て
其
守
護
の
記
念
と
し
て
残
つ
た
も
の
が
、
平
安
京
の
応
天
門
で
あ
る
。
此
が
、
普

通
正
門
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
朱
雀
門
と
同
じ
意
義
の
重
複
し
た
も
の
だ
。

ゆ
ぎ
か
く
る
伴
緒
ひ
ろ
き
　
お
ほ
と
も
に
、
国
栄
え
む
と
、
月
は
照
る
ら
し
（
詠
月
。
万
葉
集
）

所
謂
大
伴
門
（
朱
雀
門
）
に
月
の
さ
し
て
ゐ
る
有
様
を
、
讃
美
詞







に
移
し
た
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
大
伴
氏
自

身
に
関
係
の
深
い
歌
だ
と
言
ふ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

万
葉
集
巻
五
に
あ
る
憶
良
の
「
令
反
惑
情
歌
」
（
神
亀
五
年
作
か
）
の
如
き
も
、
聖
武
天
皇
の
詔
詞
を
飜
訳
し

た
も
の
な
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
其
と
同
じ
系
統
で
、
更
に
そ
の
な
り
立
ち
を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
も
の
は
、

大
伴
家
持
の
「
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」
で
あ
る
。
即
、
同
年
の
宣
命
と
割
り
符
を
合
せ
る
様
に
な
つ
て
ゐ
る
。
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恐
ら
く
此
時
代
に
は
、
詔
詞
が
発
せ
ら
れ
る
と
、
族
長
・
国
宰
の
人
々
は
、
か
う
し
た
形
式
で
、
己
が
部
下
に

伝
達
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
其
と
同
時
に
、
そ
の
氏
・
国
の
特
殊
な
歴
史
と
結
び
つ
け
て
表
す
風
が
あ
つ
た

の
で
あ
る
。
か
う
云
ふ
考
へ
方
か
ら
、
万
葉
の
長
歌
を
見
て
ゆ
く
と
、
其
本
来
の
意
味
の
は
つ
き
り
し
て
来
る

物
が
、
も
つ
と
あ
る
か
と
思
ふ
。
古
い
と
こ
ろ
で
云
つ
て
も
、
藤
原
奠
都
の
時
の
役
民
歌
・
御
井
歌
な
ど
は
、

呪
詞
の
飜
訳
と
言
ふ
こ
と
の
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
或
は
既
に
、
呪
詞
な
く
し
て
、
長
歌
ば
か
り
が
そ
の
用
に

製
作
さ
れ
て
ゐ
た
か
も
知
れ
な
い
。
殊
に
「
藤
原
御
井
歌
」
に
至
つ
て
は
、
宮
地
讃
美
の
歌
で
は
あ
る
が
、
根

本
に
於
い
て
東
西
南
北
の
門
讃
美
の
形
を
と
つ
て
ゐ
る
点
に
、
注
意
を
要
す
る
。

も
の
ゝ
ふ
の
普
通
の
用
語
例
に
は
入
つ
て
来
な
い
部
族
に
於
い
て
も
、
場
合
に
よ
つ
て
、
も
の
ゝ
ふ
の
職
に
当

る
こ
と
が
あ
つ
た
ら
し
い
。
猿
女
氏
の
男
が
宮
廷
の
守
衛
に
当
つ
た
り
す
る
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。

所
謂
斎
部
祝
詞
の
中
、
御
門
祭
の
祝
詞
の
如
き
は
、
か
な
り
後
世
風
な
発
想
法
を
交
じ
へ
て
ゐ
る
が
、
此
か
ら

推
し
て
窺
へ
る
の
は
、
必
、
古
く
、
物
部
に
よ
つ
て
同
じ
系
統
の
呪
詞
が
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
事
だ
。
こ
の
稍
古

式
を
残
し
て
ゐ
る
詞
に
於
い
て
す
ら
、
「
相
ひ
口

会

た
ま
ふ
こ
と
な
く
…
…
」
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
相
手
の

口
誦
す
る
呪
詞
に
う
ち
負
け
、
う
ち
勝
つ
こ
と
を
問
題
に
し
て
ゐ
た
事
が
訣
る
。
後
々
ま
で
も
、
「
物
諍





ひ
」

な
る
語
が
、
さ
う
し
た
言
語
詞
章
の
上
に
輸
贏
を
争
う
た
あ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
宮
門
に
於
い
て
人
を
改
め
る

時
に
、
か
う
し
た
呪
詞
の
か
け
あ
ひ
の
あ
つ
た
こ
と
が
思
は
れ
る
。
又
、
神
武
天
皇
・
饒
速
日
命
の
神
宝
比
べ

の
物
語
は
、
其
に
先
行
し
て
ゐ
る
呪
詞
の
存
在
を
思
は
せ
る
。
単
に
天
神
か
ら
双
方
に
授
与
せ
ら
れ
た
弓
矢
の

符
合
し
た
と
云
ふ
だ
け
で
は
な
く
、
宮
廷
を
守
る
霊
音
を
寓



す
弓
矢
の
大
き
さ
・
質
の
同
じ
も
の
で
あ
つ
た
こ
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と
を
主
題
と
し
た
、
叙
事
的
な
呪
詞
が
あ
つ
た
の
だ
ら
う
。
だ
か
ら
、
も
の
ゝ
ふ
の
中
心
勢
力
が
変
り
、
弓
矢

の
用
材
が
変
つ
て
も
、
依
然
と
し
て
同
じ
部
族
・
同
じ
兵
器
の
名
を
伝
へ
る
習
慣
が
出
来
て
来
た
の
だ
。
即
、

饒
速
日
命
の
物
語
は
、
物
部
の
宮
廷
を
守
る
聖
職
の
本
縁
を
説
い
た
も
の
、
即
、
其
霊
力
を
説
き
示
す
も
の
な

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
妻
え
ら
び
の
場
合
に
も
、
も
の
ゝ
ふ
が
其
主
君
の
為
に
、
中
介
の
詞
を
発
し
た
様
だ
。

此
名
告
り
の
物
諍
ひ
に
言
ひ
勝
つ
事
が
、
其
主
の
妻
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
物
諍
ひ
は
、
戦
争
を
も
意

味
し
て
ゐ
る
。
単
な
る
口
諍
ひ
以
外
に
、
相
手
の
女
性
　
　
各
邑
落
の
高
級
巫
女
　
　
の
奉
仕
す
る
威
霊
と
の

争
闘
を
行
ふ
訣
だ
。
其
為
に
譬
へ
ば
、
播
磨
風
土
記
に
殊
に
多
い
男
神
・
女
神
の
結
婚
に
関
す
る
伝
説
が
残
つ

た
訣
だ
。
求
婚
に
随
伴
す
る
名
告
り
の
式
が
、
戦
争
開
始
の
必
須
条
件
と
し
て
後
世
ま
で
残
つ
た
。
此
威
霊
同

士
の
名
告
り
に
勝
つ
か
負
け
る
か
ゞ
、
戦
争
全
体
の
運
命
に
関
は
る
も
の
と
信
じ
て
ゐ
た
の
だ
。
物
部
の
為
事

を
遂
行
す
る
に
は
、
条
件
と
し
て
呪
詞
が
必
要
で
あ
つ
た
。
だ
か
ら
、
当
然
八
十
氏
と
汎
称
せ
ら
れ
た
物
部
た

ち
は
、
呪
詞
並
び
に
其
分
化
し
た
叙
事
詩
を
伝
承
す
る
こ
と
が
、
各
氏
の
威
力
を
保
持
す
る
所
以
で
も
あ
つ
た

の
だ
。

扨


、
一
方
舎
人
に
就
い
て
言
へ
ば
、
此
は
臨
時
奉
仕
の
意
味
を
も
つ
た
召
人






で
あ
る
。
原
則
的
に
は
、
任
期
満

了
後
其
本
貫
に
帰
り
、
或
は
宮
廷
の
指
令
に
よ
つ
て
、
他
郷
に
赴
く
こ
と
も
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
、
大
舎
人
部

な
る
部
曲
を
各
地
に
残
し
た
。
概
し
て
云
へ
ば
、
大
舎
人
部
は
日
祀
部







或
は
日
置
部
と
相
関
聯
し
て
居
り
、
暦

日
・
天
候
・
祈
年
の
事
を
司
る
と
共
に
、
其
に
絡
ん
だ
呪
詞
を
宣
布
し
た
迹
が
見
え
る
。
す
さ
の
を
の
命
の
天

つ
罪
を
中
心
と
し
て
の
神
話
は
、
殊
に
、
此
等
の
部
曲
人
の
称
へ
た
天
つ
祝
詞
の
、
叙
事
詩
化
し
た
も
の
だ
、
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と
見
ら
れ
る
。
舎
人
の
意
義
は
平
安
朝
に
至
つ
て
変
化
は
し
て
来
て
ゐ
る
が
、
其
で
も
舎
人
特
有
の
文
学
が
附

随
し
て
ゐ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
即
、
風
俗
歌
を
奉
る
形
式
と
な
つ
て
残
つ
た
の
か
ら
見
る
と
、
其
本
貫
に
於

け
る
呪
詞
・
叙
事
詩
の
類
を
宮
廷
の
儀
礼
に
称
へ
て
、
主
上
を
祝
福
し
た
事
が
窺
は
れ
る
。
平
安
宮
廷
の
歌
合

せ
の
原



と
な
り
、
而
も
形
式
化
し
て
残
つ
た
歌
会
始
の
式
を
見
て
も
、
舎
人
と
共
に
、
女
の
召
人
な
る
采
女
が

中
心
と
な
つ
て
ゐ
た
事
が
思
は
れ
る
。

采
女
に
就
い
て
は
、
巫
女
の
生
活
の
条
に
も
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
出
来
ま
い
か
ら
、
簡
単
に
要
点
を
云
ふ
。

職
分
及
び
其
由
来
不
明
な
釆
部






と
称
す
る
も
の
も
、
亦
解
任
後
の
采
女
を
中
心
と
し
た
団
体
で
、
同
時
に
宮
廷

か
ら
伝
へ
た
呪
詞
・
叙
事
詩
に
よ
つ
て
、
其
呪
力
を
以
て
地
方
の
邑
落
を
化
導
し
て
行
つ
た
も
の
だ
。
譬
へ
ば
、

雄
略
紀
の
三
重
采
女
・
万
葉
集
の
安
積
山
采
女
の
物
語
の
如
き
は
、
怒
り
易
き
威
力
あ
る
ま
れ
び
と
を
慰
撫
す

る
意
味
の
言
語
伝
承
を
持
つ
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
。

五
　
侏
儒
の
芸
能

お
ほ
み
や
の
ち
ひ
さ
こ
と
ね
り
。
玉
な
ら
ば
、
昼
は
手
に
す
ゑ
、
夜
は
纏

き
ね
む
（
神
楽
歌
譜
）

舎
人
に
対
し
て
、
や
は
り
早
く
か
ら
侏
儒
が
召
さ
れ
て
ゐ
る
。
必
し
も
世
界
宮
廷
共
通
の
弄
臣
と
し
て
の
意
味
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許
り
で
な
く
、
尚
幾
分
の
特
殊
性
が
見
ら
れ
る
様
だ
。
其
が
後
に
先
進
国
の
宮
廷
の
風
に
合
理
化
し
た
に
過
ぎ

な
い
の
だ
ら
う
。
所
謂
小
舎
人
、
或
は
小
舎
人
童
と
称
せ
ら
れ
る
者
の
古
い
形
が
そ
れ
だ
。
普
通
侏
儒
を
ひ
き

ひ
と
或
は
ひ
き
う
ど
と
云
ふ
様
だ
が
、
此
は
宮
廷
に
仕
へ
た
場
合
の
称
号
な
の
だ
。
小
舎
人
に
当
る
も
の
が
、

高
低
二
種
類
に
岐
れ
て
、
其
貴
族
の
子
弟
の
殊
に
、
臨
時
に
召
さ
れ
る
こ
と
を
童
殿
上
と
云
つ
た
。
小
さ
子
の

侏
儒
で
あ
る
こ
と
を
早
く
忘
れ
て
、
伝
承
の
形
の
変
化
し
た
の
が
、
小
子
部
連
※
※
に
関
し
た
侏
儒
の
本
縁
だ
。

国
内
の
蚕
を
聚
め
ゝ
さ
れ
た
の
を
聴
き
誤
つ
て
、
嬰
児
を
聚
め
て
、
天
皇
に
奉
つ
た
為
に
、
「
汝
自
ら
養
ふ
べ

し
」
と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
、
宮
墻
の
下
に
養
ふ
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
れ
で
小
子
部
連
の
姓
を
賜
つ
た
、
と
伝
へ

ら
れ
て
ゐ
る
。
此
文
の
嬰
児
が
、
単
な
る
小
児
で
な
く
、
侏
儒
で
あ
つ
た
事
は
※
※
に
関
す
る
他
の
伝
説
か
ら

も
説
明
が
出
来
る
。
舎
人
に
対
し
て
、
小
舎
人
で
あ
り
、
其
が
小
さ
児
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
す
為
に
、
小

さ
子
舎
人
と
云
つ
た
風
が
あ
つ
た
ら
し
い
。

先
の
神
楽
歌
は
、
其
以
前
の
生
活
を
印
象
し
て
ゐ
る
他
に
、
別
様
の
意
義
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
だ
ら
う
。

恐
ら
く
五
節
・
淵
酔
の
様
な
場
合
の
即
興
歌
と
し
て
歌
は
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
此
殿
上
童
或
は
小
舎
人
の

起
原
は
、
も
と
家
屋
の
精
霊
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
だ
。
殿
舎
を
祓
へ
、
祝
福
す
る
場
合
に
、
最
重
要
な

位
置
を
占
め
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
此
信
仰
の
古
い
も
の
は
、
縮
見





細
目
の
家
の
新
室






宴




に
ま
れ
び
と
久
米
部

小
楯
の
為
に
遊
び
歌
は
れ
た
二
皇
子
の
伝
説
の
如
き
も
の
が
、
其
適
例
を
示
し
て
ゐ
る
。
殊
に
其
末
に
、
殊
舞

を
な
す
と
あ
る
の
は
、
侏
舞
の
通
用
或
は
誤
字
で
あ
る
。
此
に
つ
け
た
た
づ
ゝ
ま
ひ
な
る
訓
註
を
「
立
ち
つ
居

つ
の
舞
」
の
義
に
説
い
て
ゐ
る
の
は
誤
解
で
あ
ら
う
。
日
本
紀
で
は
、
二
小
皇
子
の
歌
舞
を
複
雑
に
伝
へ
て
ゐ
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る
。
此
点
に
於
い
て
、
小
舎
人
・
侏
儒
の
芸
能
の
様
々
な
種
目
の
あ
つ
た
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。

侏
儒
の
起
原
を
説
く
も
の
ら
し
い
少
彦
名
命
に
就
い
て
も
、
其
常
世
の
国
に
対
す
る
事
と
共
に
説
か
ね
ば
な
ら

ぬ
部
分
が
多
い
。

六
　
巫
女
か
ら
女
房
へ

天
皇
賜
志
斐
嫗
御
歌
一
首

不
聴
跡
雖
云
、
強
流
志
斐
能
我
強
語
　
比
者
不
聴
而
、
朕
恋
爾
家
里

志
斐
嫗
奉
和
歌
一
首

不
聴
雖
謂
、
話
礼
話
礼
常
詔
許
曾
、
志
斐
伊
波
奏
。
強
話
登
言
（
万
葉
集
）

実
の
処
、
私
の
古
い
考
へ
で
は
、
日
本
文
学
の
源
を
、
専
、
巫
女
の
託
宣
に
置
い
て
ゐ
た
。
又
、
其
程
、
重
要

な
位
置
を
信
仰
上
に
占
め
て
ゐ
た
の
だ
。
け
れ
ど
も
、
託
宣
は
遅
れ
て
発
達
し
て
ゐ
る
も
の
で
、
文
学
の
発
生
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時
代
に
置
く
事
は
出
来
な
い
。
巫
女
の
職
分
で
あ
つ
た
事
の
、
男
覡
の
為
事
と
な
り
代
つ
て
行
つ
た
の
も
あ
る

だ
ら
う
。
或
は
、
巫
女
自
身
が
神
の
妻
で
あ
る
と
す
る
信
仰
か
ら
、
神
と
巫
女
と
を
混
同
し
た
多
く
の
例
が
あ

る
か
ら
、
巫
女
の
仕
へ
る
神
の
業



事
が
巫
女
の
為
事
と
な
り
、
同
時
に
神
に
な
る
事
の
出
来
た
男
性
の
業
も
、

こ
れ
に
並
行
し
て
来
た
迹
は
十
分
見
ら
れ
る
。

日
本
に
於
い
て
は
、
巫
女
の
勢
力
の
盛
ん
で
あ
つ
た
時
代
が
古
く
且
つ
長
い
。
宮
廷
・
貴
族
・
国
主
の
家
々
に

は
、
階
級
的
に
多
数
の
巫
女
が
ゐ
る
。
国
主
・
貴
族
の
最
上
級
の
巫
女
が
、
宮
廷
に
召
さ
れ
て
、
更
に
其
上
に
、

幾
段
か
の
巫
女
を
戴
い
て
、
宮
廷
の
神
に
仕
へ
る
。
宮
廷
に
於
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
王
氏
の
巫
女
と
、
他

氏
の
巫
女
と
が
対
立
し
て
ゐ
た
。
後
次
第
に
、
他
氏
の
巫
女
が
栄
え
て
、
王
氏
の
方
は
衰
へ
て
来
る
。
そ
れ
は
、

神
な
る
人
の
主
上
に
仕
へ
る
意
味
に
於
い
て
、
人
間
生
活
の
上
に
も
勢
力
を
得
た
の
で
、
宮
廷
の
神
に
、
専
仕

へ
る
の
が
、
王
氏
の
巫
女
の
為
事
で
あ
つ
た
。
と
り
わ
け
、
当

今

の
皇
女
は
、
平
安
朝
に
至
る
ま
で
も
、
結
婚

の
形
式
を
以
て
嫁
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
の
は
、
総
て
巫
女
の
資
格
を
持
つ
て
、
生
れ
て
来
ら
れ
る
も
の

と
考
へ
た
か
ら
だ
。
か
う
し
た
高
級
巫
女
に
入
ら
せ
ら
れ
る
方
々
が
、
伊
勢
・
加
茂
の
斎
宮
・
斎
院
以
外
に
は
、

著
し
く
は
な
く
な
つ
て
来
た
。
宮
廷
の
神
に
奉
仕
す
る
も
の
は
、
多
く
国
々
か
ら
召
さ
れ
た
者
の
為
事
と
な
つ

た
。
此
さ
へ
も
、
時
代
に
よ
つ
て
其
階
級
観
に
移
動
が
あ
つ
た
。
も
と
汎
称
的
に
、
而
も
高
い
意
味
に
用
ゐ
た

諸
国
の
大
巫
女
な
る
采
女
が
、
後
に
は
低
く
考
へ
ら
れ
た
。
併
し
、
も
と
、
宮
廷
に
は
、
最
高
の
巫
女
の
外
に
、

家
々
か
ら
奉
ら
れ
た
巫
女
、
国
々
か
ら
奉
ら
れ
た
巫
女
が
多
か
つ
た
。
其
中
、
神
事
に
た
づ
さ
は
つ
て
ゐ
る
者

よ
り
も
、
神
な
る
人
に
接
近
し
て
ゐ
る
者
の
方
が
、
位
置
を
高
め
て
来
た
。
即
、
此
意
味
に
お
い
て
、
王
氏
の
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女
よ
り
も
、
他
氏
の
女
の
方
が
、
後
宮
に
高
い
位
置
を
獲
る
に
到
つ
た
の
だ
。
更
に
低
い
も
の
で
見
れ
ば
、
采

女
で
あ
つ
た
女
官
の
中
か
ら
、
女
房
な
る
神
事
以
外
の
奉
仕
者
が
現
れ
て
来
、
聖
職
に
与
る
者
は
、
其
下
に
置

か
れ
る
様
に
な
つ
た
。
此
は
、
略



、
平
安
朝
初
期
に
起
つ
た
信
仰
の
変
化
で
あ
る
。

王
氏
の
高
級
巫
女
に
就
い
て
は
、
種
々
な
伝
承
は
あ
る
が
、
其
中
斎
宮
に
関
す
る
も
の
は
、
倭
媛
皇
女
が
、
宮

地
を
覓
め
て
歩
か
れ
た
物
語
が
、
同
時
に
歴
代
斎
宮
の
群
行
の
形
式
を
規
定
し
て
ゐ
る
。
か
う
し
た
色
々
の
過

去
の
事
実
と
信
ぜ
ら
れ
た
も
の
が
、
高
級
巫
女
の
掟
と
な
つ
た
。
さ
う
し
た
掟
を
感
得
せ
し
め
、
聖
な
る
人
格

を
作
ら
せ
る
者
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
其
最
著
し
く
職
業
意
識
を
生
じ
た
も
の
が
、
一
つ
の
部
曲
を
形
づ
く
つ

た
。
其
存
在
し
た
処
も
あ
り
、
又
其
様
式
を
完
成
せ
ず
に
了
つ
た
処
も
あ
る
ら
し
い
が
、
所
謂
語
部
の
実
際
存

在
し
た
事
は
疑
は
れ
ぬ
。
巫
女
と
男
覡
の
職
分
が
、
交
錯
し
て
ゐ
る
場
合
が
多
い
の
だ
か
ら
、
処
に
よ
れ
ば
、

男
を
語
部
の
主
体
と
認
め
た
処
も
あ
る
様
だ
が
、
概
し
て
女
性
が
語
部
の
本
職
を
保
ち
、
戸
主
で
も
あ
つ
た
。

此
が
宮
廷
式
な
の
で
あ
る
。

呪
詞
を
伝
承
し
て
暗
記
さ
せ
て
ゐ
る
間
に
、
其
主
君
の
皇
女
・
皇
子
た
ち
に
呪
詞
の
含
む
と
こ
ろ
の
言
霊






が
作

用
し
て
、
呪
詞
の
儘
の
力
を
持
つ
人
と
な
ら
し
め
る
も
の
と
考
へ
た
。
高
級
巫
女
或
は
、
神
人
を
作
る
為
の
伝

承
の
為
事
を
、
下
級
の
巫
女
が
も
つ
訣
で
あ
る
。

巫
女
・
男
覡
に
限
ら
ず
、
目
上
の
人
を
教
育
す
る
力
は
、
信
仰
上
な
い
も
の
と
考
へ
、
唯



其
伝
承
詞
章
の
威
力

を
う
つ
さ
う
と
し
た
の
だ
。
意
識
な
し
に
し
た
言
語
教
育
で
あ
つ
た
。
第
一
に
は
、
呪
詞
に
籠
る
神
の
魂
を
受

け
取
り
、
第
二
に
は
、
叙
事
詩
と
し
て
、
其
詞
の
中
に
潜
ん
で
ゐ
る
男
性
・
女
性
の
優
れ
た
人
の
生
活
が
、
自
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分
の
身
に
の
り
移
つ
て
来
る
も
の
と
考
へ
、
第
三
に
は
、
自
ら
知
識
が
其
に
よ
つ
て
生
ず
る
。
か
う
い
ふ
風
に
、

次
第
に
教
育
的
意
義
を
持
つ
て
来
る
訣
で
あ
る
。
其
と
共
に
宮
廷
に
仕
へ
る
諸
家
・
諸
国
出
の
巫
女
が
、
其
家

・
国
に
伝
へ
た
呪
法
と
呪
詞
・
叙
事
詩
を
奏
す
る
。
此
が
宮
廷
の
文
学
を
発
達
さ
せ
る
原
因
に
な
つ
た
。
即
、

諸
氏
の
伝
へ
る
所
と
、
宮
廷
の
伝
へ
と
が
す
べ
て
関
聯
し
て
来
る
訣
だ
。
采
女
以
外
に
も
、
臨
時
に
召
さ
れ
た

巫
女
は
、
平
安
朝
ま
で
も
残
つ
て
ゐ
た
。
中
臣
女
・
物
部
女
な
ど
が
、
其
だ
。
更
に
宮
廷
の
所
在
地
で
あ
る
大

和
か
ら
出
る
巫
女
は
、
大

巫








と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
此
等
も
や
は
り
、
宮
廷
の
伝
承
を
育
て
る
為
事
を
し
た
、

と
思
は
れ
る
。
専
門
的
な
名
称
と
し
て
の
語
部
で
は
な
い
が
、
此
等
の
巫
女
の
職
分
が
同
様
の
事
で
あ
つ
た
の

は
察
せ
ら
れ
る
。
其
う
ち
最
、
語
部
と
し
て
の
為
事
に
与
つ
た
の
は
、
猿
女
氏
で
あ
る
。
猿
女
氏
の
祖
神
と
信

じ
ら
れ
て
ゐ
る
天
鈿
女
命
に
関
聯
し
た
物
語
は
、
即
、
猿
女
が
伝
へ
た
も
の
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
神
代
巻

に
於
け
る
事
件
の
う
ち
、
毫
も
、
鈿
女
命
に
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
を
除
い
て
も
、
尚
、
宮
廷
伝
承
の
大
部
分
は

猿
女
氏
の
伝
へ
の
与
つ
て
居
る
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
猿
女
氏
の
伝
承
が
ど
う
し
て
保
存
せ
ら
れ
た
か
と
言
ふ
に
、

其
鎮
魂
　
　
鈿
女
命
以
来
と
い
ふ
　
　
並
び
に
鎮
魂
歌
に
関
聯
し
て
、
物
語
が
伝
承
せ
ら
れ
て
居
た
た
め
で
あ

る
。
唯
、
猿
女
氏
に
限
ら
ず
語
部
の
後
の
姿
は
、
威
力
あ
る
鎮
魂
歌
に
就
い
て
、
其
本
縁
を
語
る
と
こ
ろ
の
叙

事
詩
を
諷
誦
し
た
事
で
あ
る
。
だ
が
、
此
は
逆
に
考
へ
て
、
語
部
其
物
及
び
宮
廷
其
他
の
儀
礼
が
衰
へ
た
為
に
、

か
う
し
た
事
に
な
つ
た
の
で
、
も
と
は
、
語
部
が
叙
事
詩
を
語
り
、
其
一
部
分
と
し
て
歌
が
生
じ
た
も
の
と
思

ふ
方
が
順
道
ら
し
い
。

高
級
巫
女
で
あ
る
と
同
時
に
、
姫
神
と
な
る
資
格
を
齎





し
め
る
様
な
教
育
の
役
を
す
る
の
が
、
後
代
の
女
房
と
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な
つ
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
語
部
に
は
、
男
と
女
と
両
方
あ
つ
た
ら
し
い
。
先
輩
も
、
亦
私
も
、
語
部
は
女
ば
か

り
だ
と
考
へ
て
ゐ
た
の
は
、
多
少
の
訂
正
を
要
す
る
。
古
代
の
邑
落
生
活
様
式
の
、
宮
廷
に
帰
一
せ
ら
れ
て
来

る
の
は
、
普
通
だ
が
、
必
し
も
す
べ
て
が
同
じ
だ
と
は
言
へ
な
い
。
や
は
り
、
別
々
の
姿
を
保
存
し
て
ゐ
た
。

だ
が
、
大
体
に
於
い
て
、
さ
う
し
た
為
事
が
、
女
の
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
争
へ
な
い
。

語
部
の
語
原
に
関
聯
し
て
、
か
た
る
と
う
た
ふ
と
の
区
別
を
唯
一
口
申
し
た
い
。
う
た
ふ
は
抒
情
詩
、
か
た
る

は
叙
事
詩
を
諷
誦
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
か
た
る
の
再
活
用
か
た
ら
ふ
の
用
語
例
が
、
そ
の
暗
示
を
与
へ
て
居

る
と
思
ふ
。
か
た
ら
ふ
は
言
語
に
よ
つ
て
、
感
染
さ
せ
て
、
同
一
の
感
情
を
抱
か
せ
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

で
、
私
は
か
た
る
・
か
た
り
が
、
古
代
人
の
信
仰
に
於
い
て
、
魂
の
風
化
を
意
味
し
て
ゐ
る
の
だ
と
思
ふ
。

簡
単
に
ま
う
一
度
、
前
に
述
べ
た
事
を
く
り
返
す
が
、
言
霊
は
、
一
語
々
々
に
精
霊
が
潜
ん
で
ゐ
る
こ
と
だ
と

す
る
人
が
多
い
。
だ
が
、
此
は
誤
解
だ
。
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
と
が
対
立
し
て
ゐ
る
如
く
、
や
は
り
、
こ
と
と

こ
と
ば
と
で
は
違
ふ
。
こ
と
と
云
ふ
こ
と
は
、
一
つ
の
あ
る
連
続
し
た
唱
へ
言
・
呪
詞
並
び
に
呪
詞
系
統
の
叙

事
詩
と
云
ふ
こ
と
だ
。
か
た
る
と
対
照
的
に
な
つ
て
ゐ
る
方
面
の
あ
る
と
な
ふ
と
い
ふ
呪
詞
に
関
し
た
用
語
も
、

実
は
徇





へ
る
義
だ
。
言
霊
は
呪
詞
の
中
に
潜
ん
で
ゐ
る
精
霊
の
、
呪
詞
の
唱
へ
ら
れ
る
事
に
よ
つ
て
、
目
を
覚

ま
し
て
活
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
呪
詞
が
断
片
化
し
た
諺
に
も
、
又
叙
事
詩
の
一
部
分
な
る
「
歌
」
に
も
、
言

霊
が
は
入
つ
て
ゐ
る
と
信
じ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
完
結
し
た
意
味
を
も
つ
た
文
章
で
な
け
れ
ば
、
言
霊
は

な
い
こ
と
に
な
る
。

尠
く
と
も
日
本
人
と
一
つ
系
統
か
ら
分
岐
し
た
沖
縄
人
は
、
国
王
に
物
を
教
へ
な
か
つ
た
。
此
が
、
日
本
と
沖
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縄
と
運
命
の
岐
れ
て
来
た
理
由
だ
。
従
つ
て
、
沖
縄
に
は
、
優
れ
て
立
派
な
国
王
も
居
り
、
ま
た
暗
愚
な
国
王

も
出
た
訣
だ
。
此
は
、
日
本
紀
の
記
述
な
ど
に
も
、
怖
し
い
暗
示
が
あ
る
。
日
本
で
は
、
主
上
に
教
育
申
し
上

げ
る
事
は
出
来
な
い
が
、
主
上
は
詞
を
覚
え
、
或
は
、
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
其
に
よ
つ
て
教
育
さ

れ
る
と
同
じ
く
、
主
上
に
他
の
魂
、
教
育
的
な
ま
な
あ
（
外
来
魂
）
が
憑
い
た
。
飛
鳥
朝
の
末
頃
か
ら
、
儒
学

に
よ
る
帝
王
・
王
氏
の
教
育
は
始
ま
つ
た
と
言
う
て
よ
い
。
其
国
語
の
詞
章
に
つ
い
て
行
は
れ
た
の
は
、
平
安

朝
に
は
じ
ま
る
と
言
つ
て
よ
い
。
此
二
つ
の
教
育
法
が
、
源
順
の
倭
名
抄
、
源
為
憲
の
口
遊





と
云
ふ
様
な
種
類

の
も
の
を
生
じ
た
わ
け
だ
。
同
時
に
女
の
方
を
見
て
も
、
清
少
納
言
の
枕
草
子
な
ど
は
、
偶
然
一
つ
だ
け
出
来

た
の
で
は
な
く
、
同
種
の
も
の
が
沢
山
あ
つ
た
の
だ
。
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
語
を
　
　
此
頃
に
な
る
と
、

歌
・
諺
以
外
に
も
、
単
語
な
ど
を
含
む
様
に
な
つ
た
　
　
授
け
る
事
に
努
め
た
。
物
語
を
読
ん
で
聴
か
せ
る
こ

と
も
、
手
習
ひ
さ
せ
る
事
も
、
皆
さ
う
し
た
教
育
法
な
の
だ
。
詞
を
書
い
て
其
を
読
ま
せ
、
絵
解
き
を
す
る
こ

と
も
、
同
じ
理
由
か
ら
出
て
拡
つ
て
来
た
も
の
、
と
考
へ
て
よ
い
。
此
処
で
は
便
宜
上
、
平
安
朝
か
ら
溯
つ
て

云
う
て
見
た
い
。

一
番
気
を
ひ
く
事
は
、
難
波
津
・
安
積
山
の
歌
な
ど
が
、
手
習
ひ
に
使
は
れ
た
上
に
、
現
に
曾
根
好
忠
な
ど
の

集
に
は
、
其
が
更
に
展
開
し
て
ゐ
る
。
一
体
手
習
ひ
と
い
ふ
と
、
左
右
の
手
を
考
へ
る
が
、
此
「
て
」
に
は
、

一
種
の
意
味
が
あ
る
の
だ
ら
う
。
わ
れ
〳
〵
は
書
法
の
手
を
考
へ
る
が
、
音
楽
・
舞
踊
の
方
で
も
手
と
云
ふ
語

を
盛
ん
に
用
ゐ
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
、
一
種
の
魂
に
関
係
の
あ
る
語
で
、
魂
が
身
に
寓
る
と
、
其
に
よ
つ
て
身
体

の
一
部
分
の
働
き
出
す
こ
と
が
、
「
て
」
で
あ
り
、
其
現
れ
る
部
分
を
手
と
考
へ
た
ら
し
い
。
さ
う
し
て
、
其
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を
完
成
す
る
為
に
、
習
熟
す
る
こ
と
が
、
な
ら
ふ
な
の
だ
。
手
を
習
ふ
と
同
時
に
、
読
む
の
を
聴
き
、
自
分
も

読
む
。
此
三
方
面
か
ら
自
分
の
魂
を
風
化
す
る
事
に
勉
め
た
。
宮
廷
の
女
房
た
ち
は
、
采
女
の
中
実
際
の
神
事

か
ら
遠
の
い
て
、
神
人
に
入
ら
せ
ら
れ
る
主
上
並
び
に
其
外
の
方
々
の
後
見
を
し
た
者
が
多
い
の
だ
。
此
等
の

人
々
の
為
事
が
、
平
安
朝
の
文
学
を
育
て
る
原
動
力
と
な
つ
た
の
だ
。
所
謂
王
氏
・
貴
族
の
人
と
し
て
、
知
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
を
教
へ
る
と
こ
ろ
に
目
的
が
あ
る
。
こ
れ
を
昔
風
に
云
へ
ば
、
さ
う
云
ふ
知
識
を
持

つ
事
に
よ
つ
て
、
其
人
の
位
置
を
保
ち
、
実
力
を
発
揮
す
る
と
考
へ
て
ゐ
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
平
安
朝
に
な
つ

て
も
、
国
々
に
伝
つ
て
ゐ
た
風
俗
歌









・
諺
或
は
、
其
系
統
の
成
句
を
教
育
の
主
題
に
し
て
ゐ
た
。
此
等
の
女
性

は
、
外
に
ま
だ
い
ろ
〳
〵
な
為
事
を
し
て
ゐ
る
。
後
世
ま
で
関
係
の
あ
る
事
で
云
へ
ば
、
日
記
を
書
き
、
其
中

に
歌
・
物
語
を
も
記
し
つ
け
た
。
尚
古
く
か
ら
引
き
継
い
だ
為
事
で
、
此
期
に
残
つ
た
も
の
は
、
其
等
の
女
性

は
主
上
の
御
詞
を
其
儘
記
録
し
て
、
半
公
式
に
発
布
し
て
ゐ
る
事
だ
。
此
は
、
古
代
に
於
け
る
宮
廷
の
女
官
の

職
分
を
明
ら
か
に
示
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
此
点
か
ら
見
れ
ば
、
主
上
並
び
に
大
貴
族
に
は
、
そ
の
成
長
後

も
尚
、
巫
女
の
資
格
か
ら
出
て
、
後
世
の
所
謂
女
房
に
な
つ
て
行
く
も
の
が
附
い
て
ゐ
て
、
詞
を
伝
達
即
、
み

こ
と
も
ち
し
た
の
だ
。
女
性
の
口
及
び
手
を
経
て
宮
廷
の
宣
命
の
類
が
発
布
せ
ら
れ
た
の
が
、
古
風
に
違
ひ
な

い
。
其
が
段
々
変
化
し
て
、
太
政
官
其
他
の
手
を
経
る
の
が
公
式
だ
、
と
考
へ
ら
れ
て
来
た
。
而
も
其
上
に
、

一
番
簡
単
な
古
い
形
ま
で
が
、
後
ま
で
残
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

一
体
、
呪
詞
の
数
は
元
極
め
て
少
な
か
つ
た
と
云
ふ
事
は
述
べ
た
が
、
世
の
進
む
に
つ
れ
、
特
殊
な
事
情
が
恒

例
の
儀
式
の
上
に
も
起
つ
て
来
る
し
、
ま
し
て
臨
時
に
は
、
い
ろ
ん
な
事
が
起
つ
て
来
る
。
か
う
し
て
、
呪
詞
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が
次
第
に
増
し
て
行
く
。
其
を
主
上
が
御
出
し
に
な
る
場
合
に
、
み
こ
と
も
つ
役
は
、
第
一
義
と
し
て
は
女
で

あ
つ
た
。
後
に
は
様
式
変
化
し
て
、
文
字
で
筆
記
す
る
事
に
な
つ
て
来
、
更
に
主
上
の
旨
を
受
け
て
、
文
章
ま

で
も
女
房
が
作
る
様
に
な
つ
て
来
る
。
か
う
な
つ
て
来
る
径
路
に
は
、
常
に
お
な
じ
詞
の
く
り
返
し
を
し
て
ゐ

た
時
代
の
連
続
を
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
唯
、
外
に
対
し
て
の
大
き
な
み
こ
と
を
持
つ
者
は
、
男
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
つ
た
の
だ
。
だ
が
、
其
外
に
神
代
以
来
の
儀
式
だ
と
云
ふ
考
へ
か
ら
、
ど
う
し
て
も
主
上
御
躬
ら
仰

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
詞
が
あ
る
。
此
方
は
、
簡
単
に
な
つ
て
来
る
。
此
点
か
ら
見
る
と
、
此
章
の
初
め
に
援
用

し
た
女
帝
と
志
斐
嫗
と
の
か
け
あ
ひ
の
歌
も
、
さ
う
し
た
女
の
、
幼
少
か
ら
御
成
人
後
ま
で
お
つ
き
し
て
ゐ
た

事
を
示
す
様
で
あ
る
。
語
部
自
身
の
詞
章
の
う
ち
に
、
呪
詞
も
歌
も
諺
も
籠
つ
て
ゐ
た
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
譬

へ
ば
、
出
雲
風
土
記
に
あ
る
語
臣
猪
麻
呂
が
、
自
分
の
娘
を
鰐
に
獲
ら
れ
た
事
に
就
い
て
、
天
神
に
祈
つ
た
事

件
を
見
れ
ば
、
疑
ひ
も
な
く
、
此
は
、
出
雲
の
語
臣
の
間
に
伝
つ
て
ゐ
た
一
種
の
呪
詞
が
、
段
々
叙
事
詩
化
し

て
来
る
径
路
に
出
来
た
も
の
だ
、
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
唯
、
言
ひ
添
へ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
宮
廷

の
組
織
は
、
旧
日
本
の
多
く
の
邑
落
の
儀
礼
と
大
分
特
殊
な
処
が
あ
る
。
宮
廷
の
習
俗
を
以
て
、
旧
日
本
全
体

と
考
へ
る
と
い
ふ
の
は
、
無
理
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
宮
廷
以
外
で
は
、
才
の
男
は
、
多
く
人
形
で
あ

る
の
に
、
宮
廷
で
は
、
人
間
を
用
ゐ
て
ゐ
る
。
と
同
時
に
、
語
部
の
如
き
も
、
前
に
述
べ
た
様
に
女
性
を
主
と

す
る
の
は
、
宮
廷
が
最
甚
し
い
も
の
と
見
え
る
の
で
あ
る
。

語
部
の
伝
へ
て
ゐ
た
呪
詞
系
統
の
文
学
は
、
主
上
其
他
に
段
々
伝
へ
ら
れ
て
来
る
。
其
間
に
次
第
に
歴
史
的
内

容
を
持
つ
て
来
、
過
去
の
事
実
だ
と
云
ふ
反
省
を
交
へ
て
来
る
。
す
る
と
其
処
に
、
時
間
的
の
錯
誤
が
起
つ
て
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来
る
。
過
去
の
事
だ
と
知
り
乍
ら
、
現
在
の
事
だ
と
感
じ
る
矛
盾
が
、
日
本
文
学
に
沢
山
あ
る
。
其
ほ
ど
時
代

錯
誤
を
平
然
と
認
容
し
て
ゐ
る
の
が
、
日
本
文
学
だ
。
そ
れ
と
同
時
に
、
日
本
の
文
学
の
特
徴
　
　
誇
る
べ
き

特
徴
で
は
な
い
が
　
　
歴
史
的
に
意
義
あ
る
も
の
は
、
地
理
錯
誤
で
あ
る
。
此
亦
、
盛
ん
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。

宮
廷
で
唱
へ
ら
れ
た
呪
詞
を
、
み
こ
と
も
ち
が
地
方
へ
み
こ
と
も
つ
て
行
つ
て
も
、
同
じ
効
果
が
生
ず
る
故
に
、

其
土
地
が
初
め
て
宣
下
せ
ら
れ
た
地
と
感
じ
ら
れ
る
。
さ
う
し
た
錯
誤
の
第
一
義
的
な
の
は
、
日
の
御
子
の
み

こ
と
も
た
れ
た
詞
章
に
依
つ
て
、
天
上
・
地
上
一
つ
と
信
仰
し
た
所
か
ら
起
る
。
地
上
の
事
物
に
、
天



・
天



つ

・
天



の
な
ど
言
ふ
修
飾
を
加
へ
た
の
が
、
其
だ
。
日
本
古
代
の
文
学
を
見
る
に
は
、
み
こ
と
も
ち
の
思
想
及
び

時
代
並
び
に
地
理
の
超
越
、
こ
の
三
つ
の
点
を
考
へ
る
事
が
、
大
切
で
あ
る
。

扨
、
古
代
に
溯
る
ほ
ど
、
主
上
は
呪
詞
其
他
の
伝
承
古
辞
を
暗
誦
し
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
主
上
が

神
人
で
あ
る
と
共
に
、
神
で
あ
る
為
だ
。
此
主
上
の
仰
せ
ら
れ
る
こ
と
並
び
に
、
其
を
み
こ
と
も
つ
伝
宣
者
の

詞
の
長
か
つ
た
の
が
、
逆
に
な
つ
て
、
其
を
受
け
る
側
、
即
、
奏
上
者
或
は
服
従
者
の
詞
の
方
が
延
長
せ
ら
れ

て
来
る
。
其
理
由
は
、
服
従
者
の
詞
の
中
に
、
主
上
の
詞
章
を
含
ん
で
繰
り
返
す
形
に
な
る
か
ら
だ
。
其
と
同

時
に
、
服
従
者
自
身
の
祖
先
、
更
に
近
代
的
に
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
自
分
達
の
職
業
の
祖
先
が
、
宮
廷
に
奉
仕
し

始
め
た
歴
史
を
長
々
と
語
る
様
に
な
る
の
で
あ
る
。
此
が
、
家
々
に
次
第
に
発
達
し
て
来
る
。
さ
う
し
て
、
儀

礼
の
度
毎
に
、
特
に
輪
番
で
其
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。
此
点
か
ら
見
て
も
、
呪
詞
の
歴
史
が
考
へ
ら
れ
る
。

主
上
の
宣
下
せ
ら
れ
る
詞
よ
り
は
、
臣
下
が
奏
上
す
る
詞
の
方
が
、
量
に
於
い
て
有
勢
に
な
つ
て
来
る
。
我
々

の
知
る
事
の
出
来
る
限
り
に
於
い
て
、
延
喜
式
祝
詞
な
ど
は
、
形
は
宣
下
式
を
も
つ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
に
も
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拘
ら
ず
、
全
体
と
し
て
奏
上
式
な
要
素
を
含
ん
で
ゐ
る
の
は
、
此
結
果
だ
。
尚
此
等
の
事
に
就
い
て
は
、
最
後

の
章
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、
此
処
で
は
巫
女
の
事
に
就
い
て
簡
単
に
結
末
を
つ
け
て
置
く
。

巫
女
は
、
謂
は
ゞ
み
こ
と
も
ち
で
あ
る
よ
り
も
、
先
に
、
み
こ
と
を
絶
さ
な
い
役
を
し
て
ゐ
た
者
だ
、
と
言
ふ

こ
と
が
出
来
る
。
つ
ま
り
、
宮
廷
以
外
の
邑
落
に
於
い
て
は
、
男
の
場
合
に
刀

禰

と
言
つ
て
ゐ
る
。
其
に
対
し

て
、
宮
廷
で
は
ひ
め
と
ね
と
称
し
て
ゐ
た
。
命
婦
に
当
る
も
の
で
あ
ら
う
。
其
が
後
世
に
な
る
ほ
ど
、
お
と
な

と
云
ふ
語
で
表
さ
れ
て
来
る
様
に
な
る
。

七
　
上
達
部
の
意
義

故
殿
の
お
ほ
ん
服
の
頃
、
六
月
三
十
日
の
御
祓
へ
と
い
ふ
事
に
、
い
で
さ
せ
給
ふ
べ
き
を
、
職



の
御
曹
司
は
、

方


あ
し
と
て
、
官
の
つ
か
さ
の

朝

所









に
渡
ら
せ
給
へ
り
。
…
…
日
く
れ
て
、
暗
ま
ぎ
れ
に
ぞ
、
す
ご
し
た

る
人
々
皆
立
ち
ま
じ
り
て
、
右
近
の
陣
へ
物
見
に
出
で
来
て
、
た
は
ぶ
れ
さ
わ
ぎ
笑
ふ
も
あ
め
り
し
を
、
か
う

は
せ
ぬ
こ
と
な
り
。
上
達
部
の
つ
き
（
着
座
）
給
ひ
し
な
ど
に
、
女
房
ど
も
の
ぼ
り
、
じ
や
う
官
な
ど
の
ゐ
る

障
子
を
皆
う
ち
と
ほ
し
そ
こ
な
ひ
た
り
な
ど
、
苦
し
が
る
も
あ
れ
ど
、
き
ゝ
も
い
れ
ず
（
枕
草
子
）

前
に
述
べ
た
通
り
、
上
達
部
な
る
語
も
亦
、
平
安
朝
に
残
留
し
て
ゐ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
以
て
、
奈
良
朝
以
前
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の
様
子
を
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
語
な
の
だ
。
「
か
む
だ
ち
」
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
神
館
で
、
字
に
書
け
ば
、

※
が
当
つ
て
ゐ
る
。
普
通
の
用
例
を
以
て
見
れ
ば
、
※
は
祭
り
に
与
る
人
の
籠
る
処
で
、
民
間
で
云
へ
ば
、
頭

屋


に
当
る
。
神
と
な
る
人
達
の
籠
つ
て
、
精
進
す
べ
き
処
を
云
ふ
の
だ
。
平
安
朝
に
於
い
て
、
か
ん
だ
ち
め
と

云
ふ
語
は
、
上
達
部
と
云
つ
た
字
に
宛
て
た
ゞ
け
の
聯
想
は
持
つ
て
ゐ
た
に
違
ひ
な
い
が
、
古
代
に
於
い
て
は
、

祭
時
の
宮
廷
を
※
と
見
て
、
其
処
に
詰
め
て
居
る
人
々
だ
か
ら
、
上
達
部
と
云
つ
た
の
で
あ
る
。
其
程
宮
廷
は
、

年
中
儀
礼
が
多
か
つ
た
の
だ
。
後
に
は
、
上
達
部
の
内
容
が
変
つ
て
来
る
が
、
ま
づ
わ
れ
〳
〵
の
考
へ
で
は
、

上
達
部
が
三
位
以
上
の
公
卿
を
指
す
、
と
云
ふ
様
な
制
限
が
あ
つ
た
の
で
は
な
く
、
も
つ
と
広
い
範
囲
を
さ
し

た
も
の
で
、
其
上
に
、
更
に
、
所
謂
お
み
と
称
す
る
も
の
が
あ
つ
た
。
此
に
対
照
的
な
も
の
に
、
を
み
が
あ
つ

た
。
お
み
は
大
忌
（
人
）
で
、
主
上
が
神
と
な
ら
れ
、
同
時
に
饗
応





役
と
な
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
其
為
事
を

補
佐
す
る
位
置
に
立
つ
為
に
、
禁
欲
生
活
を
し
て
、
宮
廷
に
籠
つ
て
ゐ
る
。
小

忌

（
人
）
の
方
は
、
ぢ
か
に
神

事
の
細
部
に
与
る
人
々
で
、
最
物
忌
み
の
厳
重
な
も
の
で
あ
つ
た
。
お
み
は
所
謂
臣
で
あ
る
が
、
此
は
宮
廷
に

於
か
せ
ら
れ
て
も
、
或
る
点
ま
で
其
権
威
を
認
め
ら
れ
た
人
々
で
あ
る
。
古
代
の
文
学
・
歴
史
を
考
へ
る
の
に
、

唯
今
の
様
な
状
態
に
臣
を
考
へ
て
ゐ
た
の
で
は
い
け
な
い
。
此
臣
は
、
天
子
を
補
佐
す
る
と
共
に
、
若
い
日
の

御
子
の
育
て
の
親
と
な
る
資
格
を
持
つ
て
ゐ
る
。
其
為
に
、
臣
た
ち
の
間
に
、
勢
力
争
ひ
が
起
る
の
で
、
其
汎

称
と
し
て
は
、
臣
で
あ
る
が
、
骨





と
し
て
は
、
連
で
あ
り
、
宿
禰
・
朝
臣
で
も
あ
る
の
だ
。

此
「
お
み
」
た
ち
の
家
に
伝
は
る
古
伝
の
文
学
が
あ
る
。
其
が
即
、
寿
詞





と
称
す
る
も
の
だ
。
後
世
ま
で
考
へ

ら
れ
た
意
味
で
は
、
主
上
に
対
し
て
、
服
従
を
新
に
誓
ひ
、
其
生
命
並
び
に
富
を
寿
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
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ゐ
た
。
唯
、
語
原
に
就
い
て
は
多
少
不
審
は
あ
る
が
、
さ
う
し
た
も
の
を
伝
へ
て
、
家
々
で
は
天
つ
祝
詞
と
称

し
た
。
斎
部
が
、
無
反
省
な
が
ら
、
天
つ
祝
詞
と
度
々
称
へ
た
の
は
、
さ
う
言
ふ
処
か
ら
出
た
の
だ
。
天
つ
祝

詞
は
、
主
上
を
自
家
の
養
ひ
君
と
し
て
仕
へ
奉
る
時
に
称
へ
る
の
が
第
一
義
で
、
其
が
変
化
し
て
、
食
物
を
献

り
、
酒
を
薦
め
て
、
健
康
を
増
進
さ
せ
る
為
に
云
ふ
古
伝
の
語
と
云
つ
た
意
味
を
第
二
義
と
し
て
ゐ
る
。
即
共

に
、
天
つ
神
の
寿
詞
と
称
し
て
ゐ
る
。
其
外
に
、
幾
種
類
か
の
寿
詞
を
持
つ
て
ゐ
て
、
此
と
区
別
を
立
て
ゝ
居

た
に
違
ひ
な
い
。
唯
、
学
者
に
よ
つ
て
は
、
対
照
的
に
、
国
つ
神
の
寿
詞
の
存
在
を
説
い
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、

其
を
信
ず
べ
き
根
拠
を
見
な
い
。

時
に
さ
う
し
た
寿
詞
が
、
主
上
の
系
譜
を
表
す
事
が
あ
つ
た
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
特
殊
な
関
係
の
あ
る
臣
の
家

柄
と
、
王
氏
と
の
系
図
の
交
錯
を
述
べ
た
一
種
の
語
り
ご
と
で
あ
る
。
即
、
此
が
呪
詞
類
の
中
の
一
つ
の
分
科

を
な
す
も
の
だ
。
勿
論
、
宮
廷
に
も
、
か
う
し
た
口
頭
伝
承
の
系
図
の
あ
つ
た
事
は
信
ぜ
ら
れ
る
が
、
記
・
紀

・
続
紀
か
ら
推
測
す
る
と
、
臣
下
の
系
譜
が
宮
廷
の
系
譜
を
整
頓
す
る
基
礎
に
な
つ
た
傾
き
が
あ
る
様
に
思
は

れ
る
。
譬
へ
ば
、
出
雲
人
の
系
譜
、
又
御
大
葬
の
際
に
称
へ
た
臣
た
ち
の
誄

詞







　
　
こ
れ
は
系
譜
及
び
寿
詞

の
様
で
あ
る
　
　
か
ら
推
し
て
も
、
さ
う
し
た
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
宮
廷
自
身
に
あ
つ
た
事
が
、
臣

下
に
移
り
、
臣
下
に
於
い
て
栄
え
て
、
更
に
宮
廷
に
戻
る
と
云
ふ
、
古
代
信
仰
の
常
式
を
と
つ
た
の
で
あ
る
。

わ
れ
〳
〵
の
国
の
古
伝
承
に
よ
つ
て
、
編
纂
さ
れ
た
歴
史
・
記
録
の
類
は
、
主
と
し
て
此
寿
詞
並
び
に
寿
詞
に

よ
つ
て
組
織
せ
ら
れ
た
纂
記






か
ら
出
来
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。
尚
平
た
く
言
へ
ば
、
寿
詞
は
宮
廷
に
対
す
る
奉

仕
の
本
縁
を
説
く
も
の
、
即
、
天
つ
神
の
寿
詞
・
口
誦
系
図
か
ら
成
つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
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尚
一
つ
閑
却
出
来
な
い
の
は
、
此
臣
た
ち
は
同
時
に
部
曲
の
頭
で
、
伴
部
の
宰





で

あ
る
こ
と
だ
。
さ
す
れ
ば
、

部
下
に
対
し
て
は
宣
詞
　
　
宮
廷
に
対
し
て
の
寿
詞
な
る
　
　
を
宣
す
る
権
能
を
持
つ
て
ゐ
た
。
さ
う
し
た
部

分
が
、
一
等
早
く
亡
び
て
残
ら
な
く
な
つ
た
も
の
と
思
ふ
。
唯
、
所
謂
系
図
に
於
い
て
、
其
が
仄
か
に
認
め
ら

れ
る
だ
け
で
あ
る
。
と
共
に
、
宮
廷
の
み
こ
と
を
部
下
に
持
つ
場
合
を
考
へ
る
と
、
勿
論
寿
詞
で
は
な
い
。
と

云
つ
て
唯
の
詔
詞
で
も
な
い
。
宮
廷
か
ら
は
自
ら
お
受
け
し
て
、
其
を
部
下
に
伝
へ
る
の
だ
か
ら
、
特
別
な
形

を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
が
所

謂

鎮

護

詞

で
あ
る
。
其
意
味
に
於
い
て
、
延
喜
式
の
祝
詞
は
誤
解
を
重

ね
て
、
寿
詞





と
称
し
な
が
ら
、
鎮
護
詞
の
形
を
と
り
、
更
に
祝
詞
の
中
に
こ
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
結
局
古
代
か
ら

近
代
へ
の
過
渡
時
代
に
、
祝
詞
を
錯
乱
せ
し
め
た
も
の
は
、
此
鎮
護
詞
で
あ
り
、
此
部
分
が
益
栄
え
て
行
つ
た

も
の
と
言
へ
る
。

八
　
宮
廷
祝
詞
の
概
念

（
一
）
…
…
伊

波

比

返

事







神
賀






吉
詞





…
…
次





の
ま
ゝ
に
、
供

斎







つ
か
へ
ま
つ
り
て
…
…
天
つ
つ
ぎ
て
の
神



賀


吉
詞





ま
を
し
た
ま
は
く
と
ま
を
す
。
（
出
雲
国
造
神
賀
詞
）

（
二
）
…
…
夕
日
よ
り
朝
日
照
る
ま
で
、
天
都
詔
刀
之
太
詔
刀
言
















を
も
ち
て
宣

れ
。
…
…
皇
神
た
ち
も
、
千
秋

五
百
秋
の
相
嘗
に
、
相
う
づ
の
ひ
ま
つ
り
、
か
き
は
に
、
と
き
は
に
、
斎
奉
）
﹈
…
…
（
中
臣
寿
詞
）
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（
三
）
皇
御
孫
の
命
の
天
の
御
翳
・
日
の
御
翳
と
つ
く
り
つ
か
へ
ま
つ
れ
る
瑞



の
み
あ
ら
か
を
、
汝
屋
船








命
に

天
津
奇
護
言













古
語
云
、
久
須
志
伊
波
比
許
登
を
も
ち
て
、
言
寿






鎮


め
申
さ
く
…
…
（
大
殿
祭
祝
詞
）

祝
詞
の
語
原
は
、
半
ば
知
れ
て
、
半
ば
訣
ら
な
い
で
ゐ
る
。
其
為
に
、
と
に
就
い
て
は
、
種
々
の
説
が
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
す
べ
て
近
代
の
言
語
情
調
に
よ
つ
た
合
理
解
に
過
ぎ
な
い
。
所
謂
「
天
つ
祝
詞
の
太
の
り
と
言



」

と
云
ふ
語
を
、
最
本
格
式
な
語
と
し
て
追
窮
し
て
行
き
度
い
。
と
は
、
古
代
信
仰
に
於
け
る
儀
礼
の
様
式
或
は
、

其
設
備
を
意
味
す
る
語
で
、
結
局
は
座
と
云
ふ
事
に
な
る
ら
し
い
。
即
、
天
つ
祝
詞
は
、
神
聖
な
天
上
界
と
同

じ
詔
詞
を
発
す
る
聖
座
の
義
だ
。
其
場
所
を
更
に
讃
美
し
た
語
が
、
太
の
り
と
だ
。
其
処
に
於
い
て
宣
下
せ
ら

れ
る
主
上
の
御
言
葉
が
、
太
の
り
と
言
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
の
り
と
ご
と
は
の
り
と
な
る
語
の
原
形
で
、
と
に

言


の
聯
想
が
加
は
つ
た
為
に
、
の
り
と
言



の
言
を
略
す
る
に
至
つ
た
も
の
と
思
ふ
。
だ
か
ら
、
祝
詞
自
身
、
天

子
及
び
天
つ
神
の
所
属
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
所
謂
の
り
と
言
を
略
し
た
祝
詞
が
宣
せ
ら
れ
る
場
合
は
、

天
下
初
春
と
な
り
、
同
時
に
天
地
の
太
初





に
還
る
の
だ
。
而
も
、
此
祝
詞
の
数
が
次
第
に
殖
え
て
来
る
に
つ
れ

て
、
寿
詞
・
鎮
護
詞
の
混
乱
が
盛
ん
に
な
る
。
だ
か
ら
、
延
喜
式
に
於
い
て
、
か
う
し
た
所
属
の
別
々
な
も
の

を
、
一
様
に
祝
詞
と
し
て
ゐ
る
の
も
無
理
は
な
い
が
、
同
時
に
祝
詞
其
物
の
歴
史
か
ら
言
へ
ば
、
非
常
に
新
し

い
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

扨
、
か
う
し
た
祝
詞
が
、
次
第
に
其
一
部
を
唱
へ
る
こ
と
に
な
り
、
其
が
、
全
体
を
唱
へ
る
の
と
同
一
の
効
果

を
持
つ
も
の
、
と
見
做
さ
れ
出
し
て
来
た
。
中
臣
祓
の
、
長
く
も
短
く
も
用
ゐ
ら
れ
る
様
な
も
の
だ
。
其
は
寿
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詞
に
於
い
て
は
諺
を
生
じ
、
叙
事
詩
に
於
い
て
は
歌
を
生
じ
て
来
た
の
と
、
同
じ
理
由
で
あ
る
。

九
　
諺
及
び
歌

（
一
）
俗
諺
曰
、
筑
波
峰
之
会
、
不
得
娉
財
者
、
児
女
不
為
矣
。
（
常
陸
風
土
記
）

（
二
）
風
俗
諺
曰
、
筑
波
岳
黒
雲
挂
衣
袖
漬
国



























是
矣
。
（
同
じ
く
）

斎
部
祝
詞
並
び
に
、
稀
に
、
中
臣
祝
詞
に
於
い
て
、
天
つ
祝
詞
と
称
す
る
も
の
は
、
祝
詞
を
口
誦
す
る
間
に
、

挿
入
せ
ら
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
其
部
分
に
か
ゝ
る
時
に
は
、
一
種
の
呪
術
を
行
ふ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
も

の
ら
し
い
。
だ
か
ら
、
非
常
に
神
秘
な
結
果
を
齎
す
詞
と
し
て
、
人
に
洩
ら
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
居
た
。
本

道
の
意
味
に
於
い
て
は
、
天
つ
祝
詞
で
は
な
く
、
所
謂
諺
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
其
が
後
に
は
、

祝
詞
を
称
へ
な
く
て
も
、
其
部
分
を
口
誦
す
る
事
に
よ
つ
て
、
祝
詞
全
体
の
効
果
を
持
ち
来
す
も
の
、
と
考
へ

ら
れ
る
様
に
な
つ
た
。
此
諺
が
、
次
第
に
意
味
の
全
く
不
明
な
呪
術
的
な
も
の
と
、
社
会
知
識
的
な
も
の
と
に

岐
れ
て
来
る
。
そ
し
て
、
後
者
は
、
教
訓
的
な
意
義
を
持
つ
て
来
る
が
、
此
は
必
し
も
新
し
い
事
で
は
な
い
。

而
も
、
さ
う
し
た
諺
自
身
が
既
に
、
叙
事
詩
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
。
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
其
発
生
し
た
呪
詞
時

代
を
過
ぎ
て
、
叙
事
詩
時
代
に
入
つ
て
も
、
尚
新
し
く
出
来
る
も
の
が
あ
つ
て
、
叙
事
詩
の
影
響
を
受
け
た
か

ら
だ
と
云
つ
て
よ
い
程
、
歴
史
的
の
内
容
を
伴
う
て
ゐ
る
。
或
は
、
更
に
古
く
脱
落
し
て
ゐ
た
も
の
に
、
叙
事

詩
的
な
背
景
を
附
加
し
て
来
た
部
分
も
あ
る
様
だ
。
最
異
風
な
諺
を
挙
げ
て
見
れ
ば
、
地
名
・
人
名
に
絡
ん
だ
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枕
詞
の
古
形
を
な
す
も
の
が
其
で
、
昔
は
国
讃
美









・
人
讃
美
が
、
呪
詞
の
精
髄
で
あ
つ
た
事
を
示
し
て
ゐ
る
。

一
方
、
さ
う
し
た
諺
か
ら
、
所
謂
謎





が
生
れ
て
来
る
。
日
本
文
学
に
於
い
て
、
割
合
に
か
へ
り
み
ら
れ
て
ゐ
な

い
の
は
、
古
代
に
於
け
る
謎
の
類
だ
。
此
は
、
大
方
の
為
に
、
問
題
を
提
供
し
て
置
き
た
い
。

諺
の
様
式
は
、
大
体
に
偶
数
句
を
以
て
出
来
た
も
の
で
、
此
か
ら
言
は
う
と
す
る
歌
と
、
大
体
に
違
ふ
点
は
、

問
答
唱
和
風
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
歌
は
主
と
し
て
、
奇
数
句
に
傾
く
こ
と
だ
。

此
小
さ
な
論
文
を
以
て
、
私
の
師
匠
柳
田
国
男
先
生
の
同
時
に
、
同
じ
叢
刊
の
中
に
発
表
せ
ら
れ
る
論
文
に
接

続
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
其
結
び
玉
に
な
る
べ
き
歌
の
事
を
お
話
す
る
前
に
、
も
う
余
白
が
無
く

な
つ
た
。
其
で
、
此
処
に
は
極
め
て
概
念
的
に
書
き
添
へ
て
お
く
こ
と
に
止
め
た
い
。

諺
の
場
合
と
同
じ
く
、
歌
は
、
呪
詞
か
ら
変
化
し
た
叙
事
詩
の
、
最
緊
密
な
部
分
と
目
せ
ら
れ
る
部
分
で
、
恐

ら
く
、
古
い
叙
事
詩
に
含
ま
れ
て
居
な
か
つ
た
も
の
が
、
次
第
に
挿
入
せ
ら
れ
て
来
た
の
だ
ら
う
と
思
ふ
。
伝

承
の
都
合
か
ら
し
て
、
問
答
唱
和
の
形
を
残
し
て
居
ら
な
い
も
の
も
多
い
が
、
実
は
、
さ
う
し
た
形
を
採
ら
ね

ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
併
し
、
根
本
的
に
は
、
諺
の
形
式
の
叙
事
詩
の
中
で
発
達
し
た
も
の
が
、
歌
で

あ
る
。
而
も
さ
う
し
た
要
素
は
、
既
に
呪
詞
の
中
に
も
見
え
て
ゐ
た
。
所
謂
天
つ
祝
詞
の
部
分
に
於
い
て
、
発

唱
者
と
被
唱
者
と
の
間
に
問
答
が
行
は
れ
た
事
は
、
祝
詞
に
於
け
る
所
謂
、
返
し
祝
詞
或
は
覆

奏








の
存
在
に

よ
つ
て
知
る
事
が
出
来
る
。
延
喜
式
の
祝
詞
で
見
て
も
、
所
謂
称
唯
（
ヲ
ヽ
ト
ト
ナ
フ
）
の
部
分
は
、
や
は
り

此
形
で
あ
る
。
か
う
し
て
発
生
し
た
も
の
が
、
呪
詞
の
叙
事
詩
化
し
て
行
く
道
筋
に
、
次
第
に
勢
を
得
、
分
化

し
て
来
る
。
だ
か
ら
、
歌
を
う
た
ふ
事
に
、
叙
事
詩
及
び
呪
詞
を
唱
へ
る
の
と
、
同
じ
効
果
を
予
期
す
る
事
が
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出
来
た
の
だ
。
其
に
不
安
を
感
じ
る
場
合
に
は
、
其
歌
の
属
し
て
ゐ
た
叙
事
詩
を
口
誦
す
れ
ば
、
的
確
に
効
果

の
挙
る
も
の
と
思
う
た
こ
と
、
早
く
説
い
た
と
ほ
り
で
あ
る
。
か
う
し
た
か
け
合
ひ
を
以
て
出
発
し
た
歌
が
、

か
け
合
ひ
に
進
む
と
同
時
に
、
一
人
の
層
畳
的
発
想
、
即
、
組
歌
形
式
を
も
採
つ
て
行
く
様
に
な
る
。
併
し
、

歌
の
独
立
す
る
径
路
に
就
い
て
、
一
面
の
原
因
で
は
あ
る
が
、
最
適
切
な
も
の
を
挙
げ
る
事
が
出
来
る
。
巫
覡

の
神
懸
り
に
よ
つ
て
す
る
舞
踊
は
、
呪
詞
或
は
叙
事
詩
を
唱
へ
て
ゐ
る
間
に
、
舞
人
自
ら
其
主
た
る
神
或
は
人

と
な
つ
て
歌
ひ
出
す
。
即
、
一
種
の
詠



の
形
を
と
る
事
に
よ
つ
て
、
発
達
し
て
来
る
。
此
は
、
歌
の
発
生
の
一

部
の
原
因
で
あ
る
が
、
主
と
し
て
は
、
歌
が
出
来
て
後
、
独
立
し
た
歌
の
製
作
に
向
ふ
動
機
を
、
促
す
理
由
に

な
つ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

日
本
文
学
は
、
少
な
く
と
も
私
の
申
し
て
ゐ
る
時
代
に
は
、
文
学
で
は
な
か
つ
た
。
例
外
な
く
宗
教
上
の
儀
礼

で
あ
つ
た
。
異
人
の
詞
を
伝
承
す
る
と
云
ふ
意
義
に
於
い
て
、
或
期
間
持
続
せ
ら
れ
、
其
間
に
固
定
し
脱
落
し
、

変
化
改
造
が
加
つ
て
来
た
。
其
上
に
、
歴
史
意
識
が
加
つ
て
、
叙
事
詩
が
出
来
、
其
断
片
化
し
た
も
の
が
諺
及

び
歌
に
な
り
、
更
に
歌
の
方
面
に
、
非
常
な
発
達
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
結
局
最
初
の
文
学
は
、
律
文
で

あ
つ
た
。
け
れ
ど
も
今
日
の
感
覚
を
通
し
て
感
じ
る
時
は
、
最
初
は
、
寧
、
散
文
に
近
い
と
思
は
れ
る
呪
詞
が

あ
つ
た
。
其
が
、
叙
事
詩
に
な
つ
て
、
純
粋
な
律
文
と
称
す
べ
き
も
の
に
な
つ
た
。
呪
詞
の
中
に
祝
詞
・
寿
詞
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・
鎮
護
詞
の
区
別
が
あ
り
、
更
に
祝
詞
に
対
し
て
は
、
原
形
に
近
い
宣
命
が
、
対
立
す
る
様
に
な
つ
た
。
今
謂

ふ
所
の
祝
詞
よ
り
は
、
寧
、
祝
詞
ら
し
い
要
素
は
、
宣
命
に
多
く
含
ま
れ
て
ゐ
る
。

歌
に
於
い
て
は
、
掛
け
合
ひ
の
形
か
ら
出
発
し
て
小
長
歌
に
な
り
、
其
は
二
部
に
岐
れ
る
と
こ
ろ
の
小
長
歌
の

形
か
ら
、
全
然
変
化
を
重
ね
て
行
く
。
我
々
が
、
最
初
の
観
察
の
対
象
に
置
く
の
に
便
宜
な
形
は
、
片
哥
及
び

旋
頭
歌
で
あ
る
が
、
此
が
直





に
日
本
の
歌
の
原
形
だ
、
と
云
ふ
事
は
出
来
な
い
。

わ
れ
〳
〵
の
文
学
は
、
此
国
土
以
前
か
ら
あ
つ
た
の
だ
か
ら
、
原
始
と
云
ふ
語
を
用
ゐ
る
の
は
、
絶
対
に
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
長
歌
が
次
第
に
長
く
な
り
、
こ
れ
に
創
作
意
識
が
加
つ
て
来
る
と
共
に
、
一
方
声
楽
上

の
欲
求
か
ら
、
長
歌
の
中
に
短
歌
が
胚
胎
せ
ら
れ
て
来
る
。
其
短
歌
成
立
の
動
機
は
、
同
時
に
片
哥
の
中
に
も
、

催
さ
れ
て
ゐ
た
事
だ
。
此
最
新
し
く
、
而
も
近
代
に
至
る
ま
で
、
わ
が
民
族
の
生
活
に
最
叶
つ
て
ゐ
る
様
に
見

え
た
短
歌
が
、
明
ら
か
に
形
式
を
意
識
せ
ら
れ
て
来
た
の
は
、
飛
鳥
末
か
ら
、
藤
原
へ
か
け
て
の
こ
と
ら
し
い
。

私
の
論
文
に
於
い
て
、
い
ま
少
し
力
を
入
れ
た
か
つ
た
部
分
は
、
文
学
と
、
其
を
伝
承
し
、
製
作
す
る
階
級
と

の
問
題
、
文
学
意
識
並
び
に
鑑
賞
力
の
啓
発
せ
ら
れ
て
行
く
過
程
で
あ
つ
た
。
だ
が
、
今
は
其
だ
け
の
ゆ
と
り

が
な
い
の
で
す
。
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